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〔はじめに〕

伊勢原中学校長近藤俊二

この夏、市内４校の中学生９７２人が書いた人権作文を、先日読ませてもらった。
１０１１２余りも｢この作文に接して来た私が感じた一番大きな変化は、「国際化の彼

が押し寄せてきているな、私たちの伊勢原も変わってきたな」と感じさせる内容が
多くなってきたことであった。

その典型的な概要は次のようなものである。

「私たちの住むまちでも、最近アジア各国からやって来たと思われる外国人を多く
見かけるようになった。彼らは、日本人があまりやりたがらない３Ｋと呼ばれるよ
うな作業に、一生懸命働いている。そのお陰で道路が出来たり、建築が進んでいる
のに賃金は安いらしい。しかも、何か悪い事件が報道されたりすると、私たちの心
のどこかでまたあの外国人たちが…と。西洋の人には決して見せない蔑視する態度
や心をもつ日本人が恥かしい…。」

伊勢原が変わってきたなと感ずるのは、これらの作文のほとんどが「なぜ人のい
やがる仕事に汗を流し、私たちの社会を支えてくれているのに、差別の心で見たり
思ったりしてしまうのか」と訴えていることである。

伊勢原市教育委員会が市内の小・中学校に、３カ年ずつの同和教育研究委託校を
おいて、本格的に同和教育に取り組み始めたのは１９８７年度（昭和６２年度）か
らであった。７年目の今年の人権作文は、小学校からの積み上げにより、着実な人
権意識の成長を私たちに示してくれているように思う。それは、先のアジア人とい
うところを、今まで学んできた「同和地区の人々に対するいわれなき差別」と置き
かえて、読み得るからである。

また人権作文は自分たちの身辺で見たり聞いたり体験したことを書いてみようと

いう呼びかけであるから、今年の作文でも一番多かったのは「いじめについて」で
あった。しかしそれは、今までのように「私たちのクラスにもあった」的な内容で
なく、あの山形のマット殺人事件でも指摘されたように、．`その直ぐ傍にいた大勢
の仲間,,の一員としての自分の立場や、いじめられている人を庇うことの難しさと
いう内容が多かったように思う。差別を憎み許さないという態度に到達し得ない自
分への苛立ち、人間の弱さ、これこそが明るい未来への展望を開く鍵になると訴え
ていた。

本校は中学校の３校目ということで、１９９１年度（平成３年度）から研究委託
を受け、「人権尊愈の心を育て、認め合い協力して意欲的に伸びていく生徒の育成」
という研究主題のもと、以下この紀要の中で述べるように、学校教育活動の全領域
で人権を尊重する心を育てる教育に取り組んで来た。

本日ここに、その研究の一端を報告し、皆橡のご指導ご示唆をいただき、更に前
進をはかりたいと考えています。

終りに、これまで研究の推進についてご指導ご教示をいただいた市教育委員会の
先生方をはじめ、大勢の皆様方に心から深く感謝申し上げます。



〔学校の概要〕

本校は１９４８年（昭和２３年）、１町３力村の組合立伊勢原中学校として
この桜台の地に創設され、現在４６年目を迎えた。学区は、伊勢原駅南口を主
として、平塚市・厚木市に接している。

最も多い時には１８２０名の生徒を擁する大規模佼であった。その間２回に
わたる分校を行い、現在の生徒数は９７９名である。内訳は桜台小・大田小出
身の生徒がほぼ同数の３８％ずつ、残り２４％が竹園小・その他の出身である。
桜台学区は駅や大規模店舗を擁する商業地域である。竹園学区は縄文・弥生
時代より人が居住した歴史ある地域であり、今は八幡台を中心とした新興住宅
地となり、周辺では果樹栽培も行なわれている。大田学区は水田の広がる農業
地域であるが、住宅地としての開発もまたさかんである。

生徒は全般に明朗で、月初めの朝・８時１０分より一週間にわたって生活委
員会を中心に行われる「あいさつ運動」が浸透しつつあって、よく挨拶ができ
る。この「あいさつ運動」をはじめ多くの活動に、縦割り・色別集団による活
動が取り入れられ、生徒相互の結びつきを図っている。

以上の他、本校の特色として、２万人を越える卒業生により同窓会が組織さ
れておりＷ毎年５月５日に「同窓会いなかまつり」が催され、卒業生と先生方
が談笑する情景が、あちこちに展開されている。

校歌繍浮伊魏
１．違い海から吹<風に

菜の花ほのかに匂うとき

この丘に黒土かたくふみしめて

肩を組み力あわせて進もうよ

晴れわたる大空心は明るく

太陽のように燃えながら

２．緑の夢の朝もやに

麦の穂先の光るころ

この丘に野ばらの白い花をつみ
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ひばＵのように高らかに
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研究の概要

１研究主題

人権尊重の心を育て、認め合い協力して意欲的に伸びていく生徒の育成

２，主題設定の理由

学校教育における同和教育の課題について、神奈川県同和教育基本方針には、

「学校教育においては、人間尊重の精神を基盤として、差別をなくそうという意

欲と、これを克服する実践力を培い、差別を許さない人間の育成をめざす」と述

ぺられている。

１９９１年度（平成３年度）より３年間、伊勢原市教育委員会より同和教育研

究校の委託を受け、研究を進めるにあたり、改めて本校生徒の日常生活や学習活

動の様子を見直してみた。

生徒全体としては明朗で、快活さが見られ、行事などでは、よくまとまって力

を発揮するなど、学校生活を楽しんでいるように見受けられる。しかし、表面で

は穏やかに見えても、個々に立ち入ってみてみると、集団にとけ込めず、心理的

に負担を持つ生徒もいる。仲間はずれにすることや、いやがらせも見られる。

また、視野が身近なところに限られがちで、日本や世界で問題となっている差

別や人権侵害の実態についても、「よく知らない」と答える生徒が多い。

このようなことから、「人権とは何か」を正しく理解させ、「現実にどんな差

別があるのか」を知らせたい。また、「差別はどうして生まれるのか」について

考えることにより、差別の不合理さを理解させ、人権尊重の心を育てたい。さら

に、「どうしたら差別はなくせるのか」を考えさせ、差別を解消しようとする

意欲と実践力を育てたい。

そしてこれらを基盤にして、認め合い、協力し合う仲間づくりをめざし、生き

生きと生活できる生徒を育てたいと考えた。

以上のようなことから、本校学校教育目標、県同和教育目標を考え合わせ、本

主題を設定した。



３，研究の計画

（１）研究のねらい

･人権とは何かを正しく理解させ、差別や人権侵害の実情を認識させる。

･差別の不合理さを理解させ、差別に対する怒りや悲しみを共感できる心、

差別を解消しようとする意欲と実践力を育てる。

．認め合い、協力し合うあたたかい仲間づくりをさせる。

（２）仮説

･人権授業、伊中タイム、社会科、国語科における人権に関わる教材の指導

を充実させることにより、差別や人権侵害の実情、不合理さを理解し、差

別に対する怒りや悲しみに共感する心、差別を解消しようとする意欲を育

てることができる。

･道徳を中心に、他を思いやる心を育てる指導をすることにより、生命の尊

重、思いやり、感謝の心を持ち、主体的に行動できる生徒を育てることが

できる。

･生徒会活動や学校行事などの諸活動を生徒に主体的に取り組ませることに

より、自主性を育て、励まし合い、協力し合いながら問題を解決していく

力、お互いに認め合う人間関係、あたたかいふれあいのある仲間づくりが

できる。

．落ち着いた潤いのある環境づくりをめざすことにより、やすらぎのある心

が育てられ、あたたかい人間関係づくりによい影響を与えることができる。

．－人ひとりを生かすことのできる授業、基礎学力をしっかりと身につけさ

せる教科指導の充実を図ることにより、科学的な見方、考え方、正しい判
断力を身につけさせることができる。

－つ＿



（３）研究の構想

一学校教育目標

地域の実情や生徒の実態を踏まえ、平和な社会の形成者としての
人間性豊かな生徒の育成に努める。

（１）生命の尊さを知り、心身ともに健康な生徒

（２）お互いの立場を考え、思いやりのある生徒
（３）知性を磨き、創造力豊かな生徒

－同和教育目標

人間尊重の精神を基盤として、差別をなくそうとする意欲と、これ
を克服する実践力を養い、差別を許さない人間の育成をめざす。

一本校同和教育でめざす生徒像

お互いの人権を尊重し、あたたかく、心豊かな社会をつくろうと
する生徒

４日発、Zr才T璽

人権

寵の育威
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１
） 推進委員会

・研修会、学習会の企画、

・研究推進の方向の検討

・各研究部の調整

検討

合．？＆ 企画委員会

・研修会、学習会の企画

・研究推進の方向の企画

・保護者への啓発

・資料の収集

(3)研究部

（ア）人権授業研究部

・授業の企画、
.、人権についての感覚や意識を高めるための実践
準備、運営（指導案、資料、感想文）

(イ）伊中タイム研究部・…人権に関する資料を通して共感をさせるため
の実践

・資料の選定．企画

－４－



教科研究部・…人権に関わる教材での授業の実践

・同和教育の視点を明確にした年間計画の作成

．より確かな学力を身につけさせるための授業の工夫
・社会科、国語科に関して直接人権に関わる教材についての授業
研究の企画運営

(ウ）

(エ）道徳研究部…・豊かな心を育てるための実践
・同和教育の視点を明確にした年間計画の作成
・資料の選定

・授業研究の企画・運営

(オ）特活研究部・・・あたたかい人間関係、仲間づくりのための実践
・同和教育の視点を明確にした年間計画の作成

・学級・学年経営、学級・学年活動の企画・運営

・行事、部活動、縦割り集団の中での望ましい人間関係づくり
・生徒会活動における自主的活動の育成、挨拶運動の推進

・性教育、安全教育の企画・運営（保健指導部、安全指導部との
連携）

（・各行事等における写真、ビデオの撮影）

(力）環境研究部..落ち着いた潤いのある環境づくりのための実践
・校舎内の美化、整備の企画

教室環境整備、掲示板の利用

・校庭の美化、緑化の企画

・清掃活動の計画

(キ）調査研究部・…生徒等の実態調査の実施、分析

・継続的な生徒の意識調査、実態調査の実施、分析、問題点の提起
・保護者、教師の意識調査の実施、分析、問題点の提起

－５－
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（５）研究にあた:って

:璽教師自らの人権意識をみなおす

（ア）何が差別か．何が人jﾉ)心を傷つける，〕か，差別を見抜く力を

つける

（イ）相手の立場（生徒の立場）に立って考えられる力をつける

（方）同和問題について学習し認識を深める

(2)教師の共通理解の下に研究を進め実践していく

｡人権尊重の精神をつねに教育全般に生かしていく

④この研究が研究のみに終わらず．今後の教育の中に深く根をこの研究が研究のみに終わらず．今後⑪

おろしたものになるように研究を進める

－６－－
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１ 秒９

3年山に悪かれた例

1年
２年

おぼれかけ

流されたテ

３年雲とり物鑑

碑ｳﾞﾋﾞ&遡り３
1年千円札

たきょうたい

ン卜

２年やさしさいっぱい

３年言いがかり
－－－－－－

1年優しいまなざし
2年なみだ

3年星野君の二塁打

0K究B2業
1年消作と学
２年小さな食堂で
３年きらいな人に

1年
2年

ア

愛

会ったことがない
ﾄラクション

3年高校受験

1年辞欝引き大会で
2年幸一のためらい
3年あふれる愛

のできご《

１年オリエンテーリングの矢Ｉ
2年良心とのたたかい
３年天井力朔るい

1年桃源にて
2年指定席
３年どろぼう

１年芸が身を助ける不幸せ
2年番頭
3年空気が見えたって

いいじゃ

1年わ力挫いた

ないか

ちの記

2年波良jIH川のlik謎
3年ほんとうのpH士

環 蝿
掃分担ｌｔＩ示
葉nm物設直

(生徒Ⅱ]トイレ、昇降口）

花投TＩ（全`id5Mt）

年朝会で{i室環境について鍵

i、苗の植えつけ

損作業
掃除

Ｉ降口ペンキぬり

Jの植えつけ

k根のhHえつけ

，ＴＡ校内美化作業

百の植えつけ

<掃除

k捕除

調査

生徒雛l魂的アン
ケートの分析と

考察

Bi鍍者向けアン
ケートの分析と

考察

1年

アンケート

築計と考察

実施

アンケートの分り１

と考察の総まと杜

教科

陸会５１－５２ページを参jKI

劃語３年カレンダーの絵から

ﾘﾄﾞ鰯Ｂｉ鰯
止会３年基本的人椛の騨堕

国語１年大人

ﾛ脚､：劇：
司語３年力囮1５

になれなかった

弟たちに

劃語１年木琴
２年字のないはがき
３年パールハーパの授業

到譜２年鈴の鳴る道
３年犬に名前を

つけない社会

劃譜２年アジアの111<子０tたち

逮薔３年わたしを束ねないで

劃語１年わたしの周りには、
いつもあなたがいる

２年夕焼け



（７）研究の経過

１９９１年（平成３年）度

４月２５日全体会研究主題、研究方法について

ラ月７日同和教育研修会（南公民館）

２１日在日韓国、朝鮮人教育問題研究会（平塚スカイブラザ）

２７日田原米子氏講演会（２，３年生全員聴講）『生きるってすばらしい」
２９日全体会研究組織,研究内容について

学習会「同和教育の実践のために」（県教育委員会冊子）
６月２６日成瀬中学校同和教育研究発表会
７月１日全体会アンケートについて

学習会ＶＴＲＩ同和教育の禰央をめざして…・歴史の中の人権」
中旬アンケート実施（全クラス）

８月２７日学習会須山英治先生（県教育委員会）の講演
「同和教育研究をどうすすめたらよいか」

９月２５日学習会ＶＴＲ「世界人権宣言」

１０月２２日同和教育担当者研修会（子ども科学館）

１０月２９日在日韓国朝鮮人教育問題研究会（厚木労働会館）
１１月１１日～１２日

県外優良校視察・・・茨城県下妻市下妻市立下妻中学校研究発表会

１１日道徳研究授業１年｢歯医者ｊ２年「回り道」３年｢敗者」
１３日桜台ﾉI罰交同和教育研究発表会

鶴巻中学校人権教育研究発表会

市人権講演会（市文化会館）

１１月２２日特活研究授業（全クラス）「世界人権宣言」

学習会ＶＴＲ「部落識Ｉの現在進行形」・・・前半

研究発表会の報告

ユラ日～２７日県外優良校視察京都市立智山中学校

２９日～１乙月１日全国同和教育研究大会（奈良市）

１２月２日同和教育研修会（採用６年次未iii：子ども科学館）

１２月１９日全体会来年度に向けての研究櫛想について
学習会ＶＴＲ「部落差別の現在進行形上・・後半

１月２０日同和教育調i寅会（市役所）

］月２８日同和教育研修会（青少年会館）

３月２３日全体会反省とまとめ

－〔）・‐



１９９２年（平成４年）度
,司可

全体会教室掲示，研究組織について

全体会研究主題．研究方針．研究組織について

同和教育研修会（子ども科学館）
全体会年間計画について

アンケート実施（教師）

美化作業（学区の缶ひろい，校舎まわりの清掃）
道徳研究授業（各学年）

1年「千円札－２年「流されたテント１３年「ふきのj篇１ｶｍ
県外優良校視察・・・岐阜県南濃町立城山中邑詞q〔研究発表会
２棟各階階段ゴミ箱設置

道徳研究授業（各学年１クラス）

全体会各部からの報告

学習会同和教育研究校視察報告
職員作業（生徒用昇降口の清掃，泥落としの設置
卒業製作「面」の整理，職員室前掲示板の設置）
アンケート実施（生徒）

人権授業1年：世界人権宣言

２年：「言うな」を読んで

３年：同和問題について

平和教育（朝自習の時間を利用

１年「太平洋戦争】２年「ｉ１縄戦」３年「太平洋戦争」
学習会飛鳥田蓑先生（小田原高等学校長）の:縮

「差別を見抜く眼と教師の姿勢」

同和教育担当者研修会（南公民館）

４月１日

７日

５月８日

２７日

２８日

２９日

６月１ラ日

１６日

２０日

２２日

２９日

７１１１日

８日

９日

中旬

８月２４日

９月１８日

２１日

１０月１７日

２１日

11月５日

道徳研究授業１年「歯医者」２年回り道」３年「星野君の２塁打」
美化作業（学区缶拾い，校舎のまわりの清掃）
学習会ＶＴＲ「２０歳の車椅子ジヤーニー」視聴
］県外優良校視察愛知県津島市立天王中学校研究発表会５日～６日県ﾀﾄ優良校視察愛知県津島市立大土中字BuiIiｦ葡露

１０日人権授業①１年「言うな」を読んで
２年ＶＴＲ：２０歳の車イスジヤニー’

３年同和問題について

１２日学習会車椅子の使い方
１３日人権授業②１年「言うな」を読んで

２年車イスの体験学習

３年人権標語づくり

１７日同和教育研修会（採用６年次未満）
２０日竹園小学牧同和教育研究発表会

２５日伊中タイム「水曜日の話」を開始

－１０－



１２月１５日

１８日

１９日

２５日

１月中旬

２３日

２７日

２月上旬

１２日

３月１８日

２３日

アンケート実施（保護者）

学習会

「１６鱈F福祉センターのつどい」に参加：１年６組全員，生徒会本部役員
職員作業（生徒用昇降口ペンキぬり）

アンケート実施(生徒）

美化作業（学区缶ひろい，校舎まわりの清掃）

学習会（研究大会参加報告）

水曜日の話出典の本等展示（ロビー．ショウケース利用）

同和教育研修会（子ども科学館）

同和教育講演会（中央公民館）

全体会反省とまとめ，次年度に向けて

１９９３年（平成５年）度

４月７日

２１日

下旬

５月７日

１７日

２６日

３１日

６月４日

１１日

１４日

１５日

２３日．，

全体会主題，方針,組織について

人権授業研究部部会

参考図書「知っていますか部落問題一問一答｣配布（全職員）

学年会（６月人権授業について）

１，３年学年会（６月人権授業について）

学習会ＶＴＲ「にんげんの詩」視聴

２年学年会（６月人権授業について）

学年会６月人権授業について

学習会点訳赤十字奉仕団鈴木朝子氏｢視潮h鰭Ｉ者への理解」

道徳研究授業１年千円札，２年やさしさいっぱい，３年いいがｶﾙﾘ

３年学年会６月人権授業について

１年世界人権宣言

人権授業２年「視覚障害について」

３年「同和問題の鯖肖をめざして」

全体会（人権授業の反省とまとめ）

ふれあいの日

（校内美化作業,パネル・花台・フ・ランターカバーづくり）

学習会ＶＴＲ「コスモスの道しるべ」視聴

人権授業研究部会１１月人権授業について

市やさしい町づくり

・・・ガイドマ･ｿﾌﾞづくり参加

市やさしい町づくり

．．、ガイドマップづくり参加（２年生有志）

全体会研究報告紀要について，１１月人権授業について

２４日」
２８日

７月２日

１９日

２０日

２７日

８月５日

２４日

－１１－



人権授業研究部
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Ｉ人権授業研究部

◇
６
９

識】ＦＴＩ旨Bのるため０

(1)研究のねらい

日常生活の中で、「人権」という言葉はよく使われるが、それが生徒に正しく

認識されているかというと、はなはだ心もとない。「思いやりをもって」とか「

相手の立場にたって」というのは、言葉では簡単であるが、いざ実際の場面とな

ると、自己の利益を優先したり、その時の利害関係や感情にしたがって行動する

生徒もみられる。その結果が、相手の人権をそこない、傷つけたとしても、気づ

かない生徒も多いのが現状である。それは、一人一人が克服すべき問題として、

とらえる必要がある。

本研究部では、「人権とは何か」「人権はどのようにして傷つけられるか、ま

た、守るためにどうすべきか」を生徒に問いかけ、人権について深く考えさせる

授業のあり方について研究をすすめた。授業で、生徒の心情深くにせまっていく

ことで、日常生活の各場面で差別を見抜き、人権尊重の基本的な立場にたった行

動ができるような生徒を育てたいと考えた。そのために、授業のテーマとして日

常生活の中でおこるさまざまな具体的な問題をとりあげ、その問題について、一

人一人の生徒が自分なりの考えを持ち、お互いの考えを述べ合い、聞き合うこと

で、人権についての感覚や意識を高めていくことをねらいとして、研究をした。

(2)全体計画（３学年を見通して）※各学年４時間（1.2鋼62綱）

２学年

主題「障害者と人権」

３学年

主題「關鱸ID鰍ﾋﾞﾙ:U〔」

ｌ学年

主題「人権とは何か」

－１２－

１学期② ２学期②

Ii1謡へＵＩ畷&

iiiりょう(il獺

閨）鱸

鱒､脇liMD鋼

障瀦へ蝿鱗

iliDよう（輔

子）繍

嚥肝O鶏

１学期② ２学期②

同和問題

を知る

VTR

｢IqWMD誌」

同ill鯛ＩＤ鰍ｾ

ﾙ乱〔

VTR「ｺｽﾓ

ｽOiibるべ」

１学期② ２学期②

世界人権

宣言を知

る

身近な人

権問題に

ついて考

えよう



第１学年人権授業学習指導計画

１．実施日 １９９８年第１回

第２回

６月２８日（水）

１１月５日（金）

２４日（木）

１２日（金）

２．主題人樋とは何か

８．主題設定の理由

現在の学校生活の中で、大多数の生徒は明るく学校行事や部活動などに
積極的に参加し、学習面でも意欲的に取り組んでいる。しかし、一部には
友人関係に悩んだり、学級になじめない、さらにはいじめや仲間はずれに
近いことも見られる。また、自己中心的な行動や集団の活動に無関心で非
協力的な様子が見られ、集団への所属感や思いやりなどが薄れ、いじめな
どの問題行動も起こりやすくなっている。人権については、日頃から意図
的に指導することによって、いじめや差別の問題は表面的には目立たなく
なるが、真の意味での仲間意識はなかなか育たない。
そこで、「世界人権宣言」の採択の理由とその内容を知ることを通して、

人間は様々な梅利と自由を所有すると同時に、他の人の権利と自由を守る
義務を負っていることを知る。そして、日常生活の中で自己中心的な考え
方や行動を改めていくきっかけにし、学級において人間的な触れ合いのあ
る仲間づくりをめざして、この主題を設定した。

４．ねらい

.人間は生まれながらにしてさまざまな椛利、自由を持つと同時に他の人
の権利と自由を守る義務を負っていることを理解する。
、日常生活の中での考え方や行動を振り返り、よりよい仲間づくりをめざ
す姿勢を育てる。

５．資料・ＶＴＲ「世界人権宣言」
・プリント「世界人権宣言抜粋」

「日本はアジアの人々に何をしてきたか」
・ＶＴＲ「いやなやつ」

６.準傭・人権に関するアンケート調査結果

－１３－



ＣＱ
ＧＱ

７．指導計画

－１４－

時 日 主題 資料名 指導目標 指導j`内容

帥
ﾀイム

１

２

『''１
ﾀｲﾑ斡

澱

6/１４

(月）

6/２３

(水）

6/２４

(木）

6/２８

(月）

7／１４

(水）

世界人権

宣言を知

る

おやじの

背中

ＶＴＲ

｢世界人

梅宣言」

プリント

｢日本はア

ジアの人々

に何をした

きたか」

生徒感想

文

生徒感想

文

･資料を読んで、人権について投げかけを行う

･世界人権宣言の内容

を理解する

･ＶＴＲを視聴させ、世

界入梅宣言の内容を理

解させる

．なぜ、世界人権宣言が

できたか考えさせる

･世界人権宣言の採択

の理由を理解する

･入梅とよりよい仲間

づくりの大切さを理

解する

･前時のまとめと発表

･資料を読ませ、日本が

戦争での人権の侵害を

理解させる

･人権とは何か理解させ

る

･いろいろな生徒の意見や感想を知り、授業の

まとめをする

･感想文を発表し、いろいろな考えがあること

を知る

11中
ﾀイム

３
凸

巾
イ
リ
タ

４

１

脚
州

11／１

(月）

11/５

(金）

11/８

(月）

11／1２

(金）

11／1５

(月）

身近かな

人権問題

について

考えよう

人権アン

ケート

ＶＴＲ

｢いやな

やつ」

生徒感想

文

アンケー

卜調査緒

采

生徒感想

文

･入梅についてのアンケートを実施し、身近な

問題に気付かせる

．いじめる立場、いじ

められろ立場、周囲

の立場について考え

させる

･ＶＴＲを視聴させ、３

つの立場について考え

させ、感想を書かせる

･いろいろな生徒の感想を聞き、次時につなげ

る

･差別やいじめの根本

的問題点について者

える

･自分連の学校生活を

振り返り、よりよい

仲1111づくりをするた

めにどうしたらよい

か者える

･前時のまとめと発表

･８つの立場について、

班で話し合わせる

･何が一番の問題なのか

考えさせる

．自分迷は今どうか、者

えさせる

･いろいろな生徒の意見や感想を知り、授業の

まとめをする



ノミ1窪壱二看雪]言邑薄匹雪逗

１．日時１９９３年（平成５年）６月２８日（水）

２４日（木）

５校時

６校時

２．学年第１学年

８．主題世界人権宣言を知る

①「世界人権宣言」の採択の理由とその内容を知ることを通して、

人間は生まれながらにしてさまざまな権利、自由を持つと同時に、

他の人の権利と自由を守る義務を負っていることを知る。

②日常生活の中での考え方や行動を振り返り、自己中心的な考え方

や行動を改めていくきっかけにし、学級において人間的な触れ合

いのある仲間づくりをめざす姿勢を育てる。

４．ねらい

･ＶＴＲ「世界人権宣言」

･プリント「世界人権宣言抜粋」

・プリント「日本はアジアの人々に何をしてきたか」

小学館雑誌「小学六年生９１年度」より

５．資料・

準備

６．指導過程

（第１時限目）

瀬内容

iWl
lO

－１ラー

学習内容 指導上の留意点

導
入
Ⅷ

人権と

は何か

･本時の学習内容を知る

.「人権」という言葉について知

っていることを発表する

･資料の配布をする

･人権の意味について考えさせる

．意見があまり出ないと思われる

が、ここでは出なくてもよい
展
胴
罰
蝿

世界人

梅宣言

の内容

次時の

予告

.「世界人権宣言」というものが

あることを知る

･世界人権宣言のビデオをみる

･第１条から第28条までの権利と

自由を持つと同時に第29条、３０

条から他のすべての人の権利と

自由を守る義務が伴うことを知

ろ

。なぜ、世界人権宣言が出来たの

か考える

･説明を加える

･生徒に質問や意見を発表させる

.権利と自由を持つことだけが強

鯛されないようにし、義務が伴

うことを理解させる

･次回までに、発表できるように

準備をさせる



(第２時限目）

・世界人権宣言の採択の理由と内容が理解できたか

｡人権の大切さを知り、お互いによりよい仲間づく

との大切さが理解できたか－．判

７．評価

り篭してＷくこ
.〈

さ･･

〃；ｊ；
ｸﾞ

｡芦ｳ
ケ

△8

１６－

借導内容 学習内容 指導上の留意点

導
入
５

前時の

復習

･世界人権宣言について学習した

ことを確認する

･何人かに質問をする

･資料の配布をする

展
開
虹

人
一
言
の

生
お

界
宣
択
由

常
に
て

世
権
採
理

日
活
い

.なぜ、世界人権宣言が出来たの

か発表する

.資料を読み、最も人権が侵され

る状況は戦争であり、第２次世

界大戦終了の８年後に採択され

たことを知る

.「みんながお互いを自分と同じ

人間だと認めて、その人の権利

をお互いに大切にしあうこと」

をめざしたものであることを灯

る

・アパルトヘイト、カースト制度

等、世界の中には人権が守られ

ていないことがあることを知る

･学校生活の中で人権が守られて

いるか考える

･意見を聞くだけでよく、あまり

深入りはしない

･資料を読ませ、日本が戦争でや

ってきたことを理解させる

･人権とは人間が生まれながらに

して持っている権利であること

を理解させる

･人権の大切さを考えさせ、お互

いによりよい仲間づくりをして

いくことの大切さを認識させる

・次回の課題とする

ｔ
０

ｌ
ｊ
ｌ

懸想を

書く

.「人繼学習を終えて」の感想を

書く

・書き終わらない生徒は、後日提

出させる



▼ｏｑｑＬ４０Ｐ▲▽Ａ０４ ｍ４ゲラヒムケ ーODG・Ｐ▲、９▽１ヶ｡｡ＯＬ・血《

「世界人権宣言は、1948年12月10日にバリでの固際連合の総会で採択されました。
ＴＣＣ。Ｔ､'2い｡ＬＯＴ ＯＳ厄曲 寸ＴＬ。へＬＯＵＤ

ふﾌﾟﾆっの世界的な大戦争をt,う二度と起こさないﾉｰめ、そして世界が平和であ
二句ＤｊＯ Ｕ６ｊＬ尻OBS8:▲Ⅳへ

る/こめには、国境にこだわらすに、みんな.がおﾉﾆがいを自分と同じ人間だとみ
Ｕ２09▲ｑＯ ＲＬ･ロ･Ｄ ＵつＪ１

とめて、その人の権利をおたがいに入切にしあうことが必要だということで、
い、▲い､、 ２００▲Ｔｂ’ ｆ《Ｚｎ・ で△5p▲

意見が一致したのです。しかし、この時賛成していてtj、国内ではこの宣言で
◆ ＢＧ Ｏｃ願

決められていることが守られていないことが、おどろくほと．多いのて゛す。まと
財の， にＯｏｎ ｎ ＬＰＣ

６な理由もなしに逮捕されたり、いﾉｰい目にあわされたりしている人びと。が
』上勺 危しｎＴ ＬｏＯ６▲ ~４，，， ９Ｕ「

んぱって働いても食べ物も住むところtj十分になく、勉強tjできす、好きな人
町司二▲ Ｕｔ

と結婚することｔ，できない人びと。
で●０゜こ▲”▲▽L０７Ｌ●Ｋｑｑ ｕｌ勺つ －《Td dL

世界人権宣言は、約束ではあっても法律ではあIﾉません。約束しﾌﾞﾆことを守
ｑＥＴａｂ＋ １，９平つ

るかどうかは、それぞれの国の政府にまかされています。法律ではあ')ません
やＩ寸ｔ ご勺 やGＴ（ 可

ので、約束をや.i:っても罰はありません。でもこういう約束をしたのだと、世
十Ｌに－９Ｄｒ Ｌ ▽bC6-守Ｏｆｑ Ｌ

界中の入みんなが知るようになれば、政府も約束をやぶI）にくくな'）ます゜事
じつ ▽▲０７▲二ｑＯｑｂＲ▲二口，ＰいりＥｑ ＯｏＯ１ＵＧ いい』1にいで可、

実、この宣言が国際連合で採択されて多くの人力:その内容の大切さ(二気がつい
●▲昂zｈ ＵＡ０Ｆ４ＣＱ、Ｊ１ 凹む?《

たり、考え直し'こりするようになってから、宣言の内容にもとづく罰則つきの
らGｊＧＣＴＤ■Ｏ■つ ▽ニ ゼけい《低

国際的な法律がまとめられ、少しずつですけれども、ノーしか仁世界の国ぐ仁が
ＥＣ｡▲ 0匹■ＯＵ9つ

それを自分たちの国の法律にしてＬ､まず。
▽ＱいぜＬ０ＵＬＣ▲ＵｒＬひいた《 Ｐｂ４ ＴＬｕｒ４

でも、世界人権宣言が採択されてから40年あま'ﾉﾌﾞﾆっても、この宣言のこと

ｑＪｇ ＴＱ ｋＤｌＵと ▽ずい

を知っている人はまだまだ少ないのです。ｔjつと、もっと多くの人たちに世界
１１．０●8－｣●げ･

アムネスティ・インターナショナルは、
6t､ﾑﾆ0ｺ⑤ミにⅡ．.．Ｙ､Ｌｕ７ｕｊ

ｌhOq毎'1,口々刃ニー
Ｌ▲UTL

"▲-．－□１－－、、－．－包・_王毎▲－」ｌＬｍ－

Ｃつど9寸けいＬ･，

銭
`んなに人権を.'」という活動を世界中

匹▲084ＢＧ

ナショナルは、人権は守られるべきだ
⑪ｏｂｑＬ４ｉ７▲▽407▲で●孔･T９Ｅｓ二ｑ

･す。世界人権宣言Iま世界数十か国のこ
酒

JILネスティ･インターナシ刃ナルＢｓ支皿.~筒Ⅱ陣目住的

￣

ｌｉｉｌｉｉｌｌｉｌ１ｌｉｉｌｌｉｊｉｌｌｌ
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ﾉ、椀Ｈ２：i圭子型を;絹６ウヒ-て 矧BzpiU＠つ』⑱ｉ窕哩

１．町、的にどうでした．

ＶＴＲを先に見せたことによって生徒が窓激をもてた。

眠恕を杏<IWIiIがと｣Lな力､った゜（WIEI翌・伊中タイム報のnliiInで行いました．）

２．投薬をず凸にあたってどんな工夫をしましたか．

寅科を使わないでｌｌｌＩのlMilmに生櫨に畷､を磨かせ、そのことについて１１M｢し合いをした．
人拙のアンケートの染約したものを114い遼別に気づかせた．
６几２３日沖測の日にちなんで話をした．
ｂＩ父の弧争体験を翻した．

生Ｎｉ同士で話し合いをし、それを鰯lllL上。

３．どんなところに苦労をしましたか．
↓.

wMiの甑鱗手である
戦争の舐bEdalHI牡ので身近な１１１１通につなげることが腿しい、

４．曲鈍の反HIV

心にＩ！Hつたことは戦争だけになってしまったようだ．
』b近なMIM､としてとらえられていない槻子．
rIulUL人栴駈旨」とむすびついたかな．
ＶＴＲを典剣にみていた．

それぞれの生徒が兵剣に尋えていた０

５．炎料はどうでしたか．
資料は難しい。

呪炎lMlな方がいいかな．

ｓロその他

学躯W1余で塵想を兄鋼させよう．

これからの投薬・特別活1ｌｂ,逝徳等で継睨的にＩＨＩおう．

－１９－
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麹Ｆ１豚ZED夛嬉虫貯甸駐只苣

開会式７月17日（土）
市総合体育曲

…．.…７月17日（土）
鈴川球掲

１８日（日）
伊勢原市営球榴

…･…･７月17日（土）
市総合体育館

.．……７月17日（土）個人駁
市総合体育鉱

２１日（水）団体戦
中沢中学校

11.｡-ﾙ･…７月18日（日）
伊勢原中学校

７Ｗ‐ﾙ･･７月18日（日）
山王中学校

２１日（水）
成瀬中学校

ﾆｽ……７月11日（日）個人戦
中沢中学校

１７日（土）団体個人
成城学園コート

･…･…７月17日（土）団体戦
市総合体育館

１８日（日）個人戦
中沢中学校

総合

野球q5BFと辱尾､辱『雪ｂｅ湛亀>二

八》 「
Ｉ

雛充実したＺ崎澗 塾
謹
柵柔道

剣道

人

Cflb槽とは何か』という内容で．１時四目は「世界人桁宣旨」のビデオを見、２時間目
はその内容と採択の理由．身近態問題等について学習が行戦われました｡どのクラ
スも真剣に取り組み、充実した２時間であった。この学習が．今後の日常生活に生
かされるようにしていきたいと思います．また．ご家庭でも人抱について家蟻で麓
し合うのはどうでしょうか。以下に学習後の生捷の感想文を紹介します．（抜粋）

・世の中にはいろいろ鞍差別bKあるとは知っていたが．日本人箔けでも菅はこれだ
けのことをしたのかと思うといやな気J1Pぢになった。人間が人間の人相をふみに
じる楢利はどこにも鞍いのに、言葉がちがう、目の色がちがう、はだの色がち跡
うという箔けで．人柑をふみにじるのはやってばいけないこと鞍のに、現在この
世界のどこかでは差別に苦しんでいる人々がいるのはその差別のある国だけでな
く、この世界全体の問題だと思う。これから便はできる鱈け人の人相をきずつけ
ないように気をつけて生活していぎたいと思います．（１組）

.この学習をして、一番うれしかったのは世界にこんなすばらしい決まりがあると
いうことです。そして、その善まり承あたりまえということがとてもうれしかっ
た．でも．そのあたりまえのこと夢自分ですら守られていないということに気付
き．悲しくなりました。この決まりが世界全体で必ず守られるように私たちも笛
力しなくてばと考えました．（８組）

,私は教室に置いてあった「世界人楢宜曾」の本潅醜ん臆どき．なぜこんな本があ
るのかわから強かった。その本にはあたりまえのことしか香いてなかったからだ．
家に帰って．「わけのわから戦い本があった」と母に曾うと．厳しい声でしから

れた．｢その『あたり童久』剛で朧一審守られていないの鱈｣撒雪た。
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７月11日（日）
伊勢原中学校

17日（土）

サッカー･…

山王中学校

水泳…．．…８月２日（月）
成瀬中学校Ｉ

まだ応掻だけかもしれないけれど．応
援も造ても大切な部活の一部です．
賦合に出る人も数人いるようですね．
全力を尽くして．ｂＫんぱって下さい．
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第２学年人権授業学習指導計iuii

６月２３日㈹

１１月５日㈹

２４ｐ㈹

１２日㈹

１．日時１９９３年 第１回

第２回

2．主題障害者と人権

3．主題設定の理由

中学２年生は、心身の急激な成長期にあたり、自我が形成されていく大

事な時期である。しかし、日常生活においては自己中心的な考え方が|]立

ち、他人への思いやりにかける行動も多く見られるのが現実である。

本校では人権学習として、１年生で「世界人権宣言」を扱い身近な生活

から人権とは何かを考えた。２年生においては、障害をもつ人たちの入梅

について考えさせるため、木主題を設定した。

生徒は、日常生活のなかで障害者とふれあう機会は少ない。障害者とい

う言葉は知っていても、障害者の抱えている問題を心から理解していると

はいえない。また、そのことから障害者に対して単に同情したり、偏見を

持ったりする生徒もおり、障害者が前向きに生きる姿勢をとらえられない

生徒もある。本授業のなかで、障害者が生きていく上で抱えている､Ｉ題を

障害者の立場にたって考えることにより、人権という言葉のもつ意味や亜

さを実感させたい。

４．ねらい

・点字や誘導援助、車椅子の実習をすることにより、障害者の方たちがさま

ざまなハンディキャップを負いながらも、前向きに積極的に生きようとす

る姿勢を理解する。

・日常生活のなかで、困っている人たちにすすんで援助しようとする態度や

意欲を育てる。

５．資料 ･視覚障害者への援助の仕方・点字の詩「目が見えたら」

･点字一覧表

･アンケート「視覚障害について」・アイマスク

･車椅子

６．準Nｉ

--′）ヘ
ーフーー．



7．指導計画

－２４－

時 日 主題 資料・準備 指導目標 指導内容

伊中
ﾀｲﾑ

短学
活

１

２

6/1４

(１１）

6/1９

(士）

6/2３
(110

6/2４

㈱

障害者へ
の理解を
深めよう

(視覚陣
害）

ﾋﾞ秘札舶IWmM）
j（

アンケート

用紙

講演「視覚
障害につい
て」

アイマスク

点字一覧表
点字の詩
｢:#駐たら」
アイマスク

資料を読んで、障害者の立場から人権
について考える必要性に気づかせる

アンケートをとり、視覚障害とはどう
いうことか考えを深める

視覚障害が日常生
活にどうかかわる
かを理解する

講話をきき、視覚
障害について知り
アイマスクによる

歩行の実習をする

点字の読み方、誘
導の仕方を実習し
視覚障害者の立場
を共感する

点字を読む

全員がペアになり
アイマスクをつけ

て歩行する

３

伊中
ﾀｲﾑ

４

伊中
ﾀｲﾑ

５

伊中
ﾀｲﾑ

10／
2９

(金）

11/１
(lE1）

11/５

(金）

11/８

(月）

11／
1２

㈹

11／
(月)1５

障害者へ
の理解を
深めよう

(車椅子）

講演「車椅
子の生活と
私」

生徒感想文

車椅子の介
肋

車椅子

体験者の感

想文

車椅子につ
いて

車椅子実習
の感想文

車椅子が日常生活
にどうかかわるか

を理解する

自分達の身近な先
輩の話から障害に
ついて考える

講演について感想、意見を発表し聞く

車椅子ののりかた
を知り、障害のも
つ意味を理解する

車椅子の正しいの
り方、介助の仕方
を理解する

車椅子のボランティア体験をした生徒
の感想を聞く

車椅子にのること
で、障害者の立場
や生きる姿勢を共

感的に理解する

全員が車椅子の実
習をする

車椅子を体験しての感想をお互いに発
表し、障害者の立場で人権を理解する



ノ、棉量等全琶?才旨量蕊E雲置

5校時

６校時

６月２３日（水）

２４日（木）

１．日時）１９９３年（平成５年）

２．学年、組第２学年

３．主題障害者への理解を深めよう（視覚障害者）

①点字を読んだりｗ誘導の援助をしてみることにより、視覚障害者
の人たちが生きていく上で、さまざまなハンディキャップを背負

っていることを理解する。

②日常生活の中で、視覚障害者など困っている人たちに積極的にか
かわって援助しようとする態度や意欲を育てる。

４．ねらい

５．資料・準備

短学活･視覚障害者について知っていること（アンケート）

･誘導援助のペアを決めておく。

･視覚障害者への援助の仕方（プリント資料）

･点字一覧表

･点字の詩「目が見えたら」

６．指導過程

く第１時限＞６月２３日（水）５校時

体育館で学年全体指導

①講話「視覚障害者への接し方」を聞く.
講師鈴木朝子先生（点訳赤十字奉仕団）

②視覚障害者の誘導の実習をする。

講師の先生の指導のもとに、体育館ステージをつかい、視覚障害
者の介助の仕方について実習する。各クラスの代表者がアイマスク

をつけて、それを実際に誘導し援助の仕方の基本を理解する。

－２５－



く第２時限＞６月２４日（木）６校時

７．評価・視覚障害者の立場にたって、日常生活のハンディキャップを理解
できたか。

・障害者など、不自由な生活を余儀なくされる人たちに、すすんで

援助の手をさしのべようとする意欲をもつことができたか。

－２６－

指導内容 学習内容 指導上の留意

導
入 ボランティアの方の紹介とあいさつ

前日の講話の内容を思いおこす

点訳赤十字奉仕団の活

動についてふれる。

展

開

点字の構成を知

る

点字の詩「目が

見えたら」を読

む

視覚障害者への

接し方（誘導）

○点字がどのようにできたかを知

る 。

○点字の組み立てを知る。

･五十音（母音と子音）

･濁音

･勤音（さや:娘よしやb0bk……）

･数字

６点で表示されることを知る。

○グループごとに点字一覧表をも

とに読む。

○グループで発表する。

○月をつむリ、指先で読んでみる

○前日の代表者のやったことを思

い出しながら、説明を聞く。

･誘導の基本の形

・アイマスクのつけ方

○２人組で、交替で誘導する。

２グループに分け、１グループ

は誘導のようすをみる。おわっ

たら交替する。

ボランティアの方から

説明をしっかり聞く 。

点字にかなをふらせて

もよい 。

ハンカチ、ティッシュ

を用意してつける。

危険のないよう教室の

環境を整備する。

おもしろ半分から、ふ

ざけないよう十分に注

意する。

ま
と
め

感想の発表

教師の感想

○質問や感想を発表する。

○教師の感想を聞く。

２日間の授業の感想を

素直に発表させる。



＊＊＊＊＊＊＊糸＊＊＊詫＊＊詫龍＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
芽樵
券 然
券紫
斗．．．．…．．．．．．．．…．紫
斗：：．．：:。．・・：:.:．：．・・・・・・・米
券
辮．.．．…．．．－．…….…糞
斗：：．．：:．・・・：。．：．。:。。：・・・．．:．・・・嶺
券
辮鮮．.;::．;.．..:.:.:..::.．::.．．；::．．:．.：鴬
糞…．.…．．…．．…．鑿
案：:..::...．．:..:.：:：….．．..．讓
鴬ｉＭｗ…?ｗＭ側･…＄
券．…．．．嶺

鴬､．…:．．．鑿
辮.・・・…・・・： 紫

糞：:.．::.．.．．、 紫
紫

兼半半兼子兼半￥￥半半半半』f半半半半半半半半￥￥兼￥兼子子雑鑛馨

目が見えたら

目が見えたらみんなの顔がわかるかな

目が見えたら点字なんか書かなくていいな

目が見えたら黒板の字が見えるかな

目が見えたらどんなもの力ｓわかるかな

目が見えたらグランドに行っても絶対に

こわくなんかない

目が見えたらいいな

点字の詩「目が見えたら」

－２７－



l003Kl26n

DI，>､i(`ID孚佼２２機jlZ

冒抄ｕ:jAmzf社:R2nE(こい〔】づ－やフンン’アート

1．あなたはロの不ｕＩｌｌな人と紐もしたことＡＩ'知り合朴こなっはいいいえ

ごとがありますか．

2．あなたはⅡの不凹山な人が１．いＭ:を.ｂってあるいているのをはいいいえ

几かけたことがありますか．

3．あなたは[1の不I』lIwlな人を児かけたとぎ、どう思いましたか．

・玄(のi脇だと1111つ．

髭の,阯蝋ｍ:口鰔ｉ
・でされI;[腿１ｌｂしてあげたいと思う．

・Ｉｉｉｌと`ｂｊｕわない．

４．ijijなたは、点字をみたりi随んだりしたことはありまり゛か．はいいいえ

５．あなたは、JIA卒ブロックをみたことがありますか．はいいいえ

６．あぶたは、trfのでる侭↓」･Ｇ１を知っていますか．はいいいえ

７．ｆｆのでる繍1Ｊ･殿が､Iﾂ)jXiliにいくつあると思いますか．（）

ilijなたがt」し[Iがまったくluえないとしたら、生きていくうえでどんなこ

とに1劃ろとAllいま゛1-か．いくつで;し｣Ｕいつくものを概いてみてください．

Ｑ
ＬＤ．

､~

⑪'

３．あなた1J目の不自由な人を鋤けたＢｉIどう思い座したか
その他～_＿

４.ぽ：

Ｉ ＯＬな'ごIゴロの不自ｕＩな八控8巻しｊこことや仇UDJめいに心-Ｊﾉと
三上か⑰のエッル､

､駁：

なん
５．

聯
乱ＩＤ

'6.0,8

-気の田
４４.戯

1号助したい．
鐙.０F；

いいえ‐
鋼.晩

’１．．k．ｗ２他点字を匙り醍んだりしたことlJwz1か｢か２．あなた1J目の不自由な八が白い礎１３って歩いているのを
見力､けたことＷりり洲すか

いいえ
'０．１％

いい

13.5％

い

81.9｢；-いい
〔の.５，６

－２８－



５．

，a圏いえ
あなたは貞宇ブロックを見たことがありきすか

ｊ
〈
四

鰯
罰

知.雌

６．あなたは晋の出る信号樋を知っていきすヵ

銅
宏
己

ミ
ーゴ ５ ７ ９ わから

０
ない

と ６４ ８

はい

”.鐘

８．あなたがもし目がまったく見えないとしたら、生きていくうえでどんなこ
とに困ると思いますか．いくつでも思いつくものを書いてみてください．

゛階段や横断歩道の歩行や外出、自分の顔が見えない

．身の回りのことができない（食事、風呂）．信号がわからない

.美術作品や奇麗な風景が見られなくなる、乗ワ物に乗るとき困る

.テレビを見られない、朝と夜の区別が付かない

.色が見られない、プールに入れない

･字が読めない、絵が描けない

･字が書けない、黒板の字が写せない

･本が読めない．遊ぶとき困る

．マンガが読めない、トランプができない

.職業が限られてしまう、時計が見えない

.料理を作れない、火の後始末が大変

･好きな人が見られない、どこにいるのかわからない

．友迷の顔が見られない、人に迷惑をかけてしまい

．買い物で欲しいものが見つけられない悪く思ってしまう

．服の着替えが困る.一人で町に遊びに行け衣い綴>
・トイレに困る・親切にしてくれた入の

.考えたことがない 顔を見てお礼出来ない

.生きる元気がなくなる

．どこに何があるかわからない

.旅行に行けない－２９－－

.運動できない

bbld-b

７．斎のでる15311【カバ伝68原市にいくつあると思いますか

寵Ｕ 闇 爵
鬮 |： 鯛 鰯…頚 鬮 ：



ボランティアの方より

私が点字に出会ったのは７年前になります。それから障害のある方々とのふれ
あいが少しずつ広がってきて、障害を除けば普通の人と少しも違わないというこ
とに気づきました。もっと早くそういう機会に巡りあっていれば、もっと私の生
き方が逸っていたのではないかと思っています。
今日は短いⅡ制、で点字や誘導の勉強をするというので、これは大変なこと、出

来るかなと、とても心配でした。でも皆さんが私のいうことをしっかり聞いてく
ださって、うれしかったです。少しはお役に立つことが出来たでしょうか。

普皿の友達と同じ気持ちで接して下さいね。
（花輪美恵子）

点訳赤十字奉仕団

これから障害のある人にも、

－３０－



ノ、耗摩雲至召を糸冬豈こて

７月＠つ主ﾌ注ｷﾞﾖ尋季吾二氏達
６月２３．２４日『tHj鑛躍F」について．障翻囲祉センダーのボランティアの方UD1鐸で
障宙ｾﾞｻﾍの琿罫を濠めました．１日目は、２年昼全体で体育釘､Ｆ`観ju凋闘F審'二ついて,,の
l恥HとクラスCDIﾓ衷による障害春への捜し方の翼支b錫りました。２日目は．各クラスにボ
ランティアの/Vb鮨導にきて・鳶字とアイマスクをつけての指導がありました.生徒は．こ
ん2kに目のjaえな',､こと力談変鞍こと篭と知りあらためて視覚藤啓者v､UDI蕊をあらたにし
ました．
両日の縄鯆零を終えて豊鍵に感想を聞きました。

j醗尚タゴであとすご‘'

Hl1上競技大会t痩大に終了し、1勢、

の}U床テストt終り夏休みまであと少し
です．

大切難．２年生の３分の1がアットい

うまにM鍵､てしまいました､夏休みに入
る前に必領B鯉iUをし.哀休み中にでき雄
かつた所をしっかりと1託､寵しよう．

１．１ii上H1技大会の結果
２年生の主なﾛﾛ録
10050曲HiWI箸ｌｒ２９大会新
l500uo三fEi蝿’’’01"６６
５０回Ｈ・ゴ｡ﾛｰ賃．厭思
聴跳稀桧弼人４出１
jOObIU環歩Ｗ２１
ｍＤ秘lHnI2i子打税
l500BH蘭原其住子５５Ｚ沌
走寓騨:;愛子１国１

２．lIHHkテストから

-鱒ま．鳶字を見たことはあるけど、さわったり．:;{んだりしたことi蝿りまゼバ`でした。け
ど、昨日．教えてもらったら少し醗めるようになりました。lﾂｵLど、手でさわって晩むこと
ば難し力やたです｡それを．齢t)ことのできるtlu躯il野者.すごいです。
昨日、学校の帰る途中にﾊﾞｽから．白い杖を持った祝ｊｉｊ騨貯者力鵜りてきたので友逮と声
をかけました．騨土鑑後までご一緒しました。

･アイマスクをつけてtjl覚鯉轄卜の体験をしました。l霞んとうにこわいんだナと思いましだ．.－
２日間いろいろt鰯して－３１覚陣四F者Ｕ､大変さやつらさがなんとなくわかりました.・
こｵ功込らは、Iﾛ]や｣瓢のホーム鞍どで見かI性ら勉強したことを生かして「お手伝いしましょ
うカリと声をかｉｊてあげようと思います。また．こういう勉強をしてEIU故のこわさとか病気
のこわさもわかりました。

山
］

ヨＩ月ｌ司忙l司！

･視覚l遥窩者といったら．いろいろなハンディがあると思っていたけれど．目が見えないだけ
でB轍生活は唯んでもできることか輪かつた．－－つの障害があると他の部分が;縫弓ﾄﾞｱるとい
う力捧当だと思った。点淳のことはただ打ってあるだけでいろいろ決まりがあることを知っ
た。瓢ま鳶字力競めたけれど.手でさわっただlﾌﾞで蔑めるなんてすごいと思った。籾ま点字
はさわり幽切よいものだと思ったけれど.祝ｺﾞﾋ障害者v､人は鯖:力轍け可ILI然も臨めない
し勉蕊もできないのだと思いました。
私たちにとって目が見えるということは当たりiiiのことであって璽要に考えな力勺たけどＦ１「
も;g害のないということI:厨｢ごく幸せなことだと思った．

・１日目に．体育館でＷ世障害者について話を開いた．:ii行の(t方とか.聯故鰯１．いろい
ろと話を聞いた。Ｅｌ杖を持っている人をjaかけたら必･;衞富をかける．という話だった。
実際Iと、代表者がアイマスクをして前に出て視覚F藍I；者と同じ条件でfli段の登り下り．狭い
所を適ったりして大変そうだった。
２日目、自分もにやらせてもらったら目力現え数いまま歩くのは大褒だった．けｵLど゜付き
砿し､の人がいてくれるとだい鏡駕に歩けた．自分でl蝿iしてみて､人に目のhiわりをしても
らうことはど凡なに大切なことかわかった．
点字も焼ん芯ﾌﾞれど指先で探すUDは大変だった。自分もいつ目力現えなく雄るかわから憩い
ので機会があれlj麺議してみたいと思った。

中悶テストから約１カ月縄芒1学Jm6D測味テュMRi範れました．１１』閲テストでしっぱ
いをした人1打､末こそばと思ってＷとと思いますがl畷果はどうだったでしょうか．ただ平
均点より良かった鯛､っただけでなく､授婆､の取り組みはどうであったかも反省して下
さい．

３．(灘調個々耐接について

７月１３．１４日に蝿R老個々西蝿v薄れます。日・ﾛ綱等については後日;則霧より
連絡をいたします．

４．市内体濡大会のお知らせ

７月１７日の総合開会式をスタートに夏の大会ｳ翻催さｵLまず、中ブロック・ＨＬ大会へ
の8ｈA跡ｉｉを綿るために全力で試合をしますji獺を宜しくおml1いします．

１ 木 期末テスト

２ 金 ;鰯§ﾃスト

５ 月 全曲鰯il会

７ 水 出ﾃ会

1０ 土 学校５日備嚇業

1３ 火 蝿盤鞍5個々面HE

エ４ 水 保議者個々面接

ユ５ 木 2年学年朝会

１７ 土 計浦中学i奥体1！;大会総合0M会式

１９ 月 ﾌkj鬮除

２０ 火 維閏k式
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の1｢ アイマスクをつけての実習

(体育館にて）Pとｴ」4

｡￣■も●型､－－Ｆ■▼J■F①L｡■

点字の詩を読む

人権学習を終えて教師の感想

１．生徒の反応

・皆、真剣な顔つきで話を聞き､実習

にも一生懸命取り組んでいた。

・点字については、皆一生懸命一宇ず

つ表を見ながら熱心に読んでいた。

・誘導については、実際に自分達がア

イマスクをかけて体験した事により、

視覚障響者の困難さを身を持って体験

した梯だった．

・４０人に対して誘導をするのには教

室内というのは少しせまかった．

・視覚障害者に直接会って、その方か

ら話を聞いた方が良かったのではない

か。

３．その他

・今回の体験を通して、一人でも多く

の生徒達が自主的に掻助の手をさしの

べてくれることを願っています。

２．反省点

・１時間で点字、誘導の両方をやるの

は時間が足りなかった．

・点字は認みより響く方が良かったの

ではないか．

－３２－



第３学年人櫨授業学習指導計画

６月２３日（水）２４日（木）

１１月５日（金）１２日（金）

１．日時１９９３年第１回

第２回

２．主題同和問題の解決をめざして

３．主題設定の理由

社会生活を営む上で、生命の尊厳と人轍の尊重は、互いに侵すことので

きない不可欠で最も大切な真理である。

日本においては、日本国憲法において「個人の尊厳」と「法の下の平等」

を中心とした基本的人櫓が保障されている。しかし、現実にはさまざまな

差別が存在し、多くの人々を苦しめている。

同和問題は、歴史的過程において政策としてつくられた不合理な差別で

ある。今までも差別の解消に向けて多くの努力が重ねられてきたが、まだ

十分ではなく、根強い偏見として現在に至っている。

ＶＴＲや体験談等を通して差別の実態を知り、差別をされる者の苦しみ

を共感的に理解すること、歴史的背獄を知り、不合理な差別であることを

理解すること、その上にたって、差別の解決に意欲的に取り組む態度を育

てたい。

４．ねらい

・同和問題、差別の実態を知る。

・部落とは何か、どうして作られたのか、歴史的背景を正しく知る。

・同和問題の解決に意欲的に取り組む態度を養う。

５．資料・ＶＴＲ「にんげんの詩」
・ＶＴＲ「コスモスの道しるべ」

･生徒の同和問題に対する理解度を知るためのアンケート

･歴史パネル･学習パネル

･原稿用紙

６．準備

－３３－



７．指導計画

且Ｐ､Ｉ老ヨ偲帛

J1瓢

、’』＞Ｚ７Ｈ弓ﾛワ】'』Jb初回

１卿

･１１盤（尹中’１０代

ｌの＿閉

nＭを戸 〃】

H2

の力、を話し告

〃】P〃】

落し合い＿理解を孫

－３４－

主題 資料名 指導目標指導内容

伊中
タイム

伊中
タイム

１

5/２６

(水）

”
③
｜
”
㈱

同和問

迦を知

る

事前アン
ケート

｢私の少女
時代」

ＶＴＲ

｢にんげん

の詩」

･同和問題に対する生
徒の理解度を知る

･同和問題･差別の実
態を知る

・同和問題に対する基

本的な事柄を理解する

･プリント｢私の少女時

代｣を読ませる

･ＶＴＲ｢にんげんの詩

｣を視聴させ、内容を確
認させる

･感想文を書かせる

２

6/２４

(木）

問
歴
背
知

和
の
的
を

同
題
史
量
る

･部落とは何か、どう
して作られたのか歴史

的背景を理解する

･同和問題の歴史的背
量を理解させる

伊中
タイム

伊中

タイム

３

10/６

(水）

１１/１

(月）

11/５

(金）

同和間

趣への

１１１解を

深める

ＶＴＲ｢部

落差別の

現在進行
形」

｢差別の現

実･結婚」

ＶＴＲ

「コスモス

の道しる

ベ」

･同和問題･人櫓に対
する理解度を知る

･同和問題を学習する

意義を理解する

・同和問題における差
別の現実、学習の意義
について理解を深める

･ＶＴＲ｢部落差別の現
在進行形｣を視聴させ、

部落差別の実態を理解
させる

･プリント｢差別の現実

結婚差別｣を読ませる

･ＶＴＲ｢コスモスの道

しるべ｣を視聴させ、内

容を確認させる

伊中
タイム

４

11/８

(月）

11／

1２

(金）

問
解
て
う
る
を
る

和
を
し
こ
す
欲
て

Ｎ
腿
決
い
と
意
育

ＶＴＲ

「コスモス

の道しる
ベ」

･差別の解消にむけて
何ができるか、何をし

なければならないのか
を考える

･差別の解消にむけて

何ができるか、何をし

なければならないのか
を話し合い、理解を深
める

･差別の解消にむけて
できることを脅かせる

.どうしたら差別をな

くせるのかを話し合わ

せ、発表させる



人櫓学習指導案

１．日時１９９３年（平成５年）６月２３日
６月２４日

２．学年第３学年

３．主題同和問題の解決をめざして
Ｊ
１

木
金
Ｉ
く ４校時

６校時

４．ねらい

・同和問題、差別の実態を知る。

・部落とは何か、どうしてつくられたのか歴史的背承を正しく知る。

５．資料・準備

・ＶＴＲ「にんげんの詩」・生徒の予備知識を知るためのアンケート

.「にんげんの詩」の要点パネル・歴史のパネル・原稿用紙

６．指導過程

<第１時限目＞

の偶！■ロア己

望Ｆｑ２亜冴qEm

見か

、

己の内塞ＺＰＨ唾

の結婚問羅【’し鰯

ま
と
め

－３５－

指導内容学習内容指導上の留意点

導
入 ･学習内容を知らせ

る

･真剣に学習する雰囲

気をつくる

屍

開

４１

分

・ＶＴＲ

｢にんげんの詩」
の視聴をさせる

･ＶＴＲの内容を確
認させる

･感想文を響かせる

・ＶＴＲ｢にんげんの詩」

を視聴し、

差別の具体例

(現代から過去）
現代の課題
について知る

･ＶＴＲの内容を話し合う
みつ子さんの結婚問題

江戸時代の差別

明治の差別
現代の課題

･感想文を書く

･できごとだけでなく
ナレータ、主人公の言

葉にも注目させる

.パネルを黒板に貼付
し残しておく

強く心に残ったことを

中心に感想文を書かせ
る

ま
と
め

･次時の予告をする ･歴史的背景を学習す
ることを知らせておく



〈第２時限目＞

７】４四

導
入
５

刺問題の歴史的｜①逝

②明治の解放令

③全国水平社の詔

④軍部台藤

⑤日本国i憲法、

⑥同和

⑦現代の課題

１ｍ

0ｌｂ､Ｚ 〃】

７．評価 ･同和問題・差別の現実がわかったか。

･歴史的背景を理解したか。

･同和問題を解決しようとする意欲がもてたか。

－３６－

指導内容学習内容

導

入

5分

･ＶＴＲ

｢にんげんの詩」

の内容を確認する

･昨日のＶＴＲについて

思いおこす

展

開

３０

分

･同和問題の歴史的

背獄を正しく知らせ
る

①近世における身分制度

②明治の解放令

四民平等

③全国水平社の設立

④軍部台頭による

解放運動の後退

⑤日本国憲法の制定

⑥同和対策審議会答申

⑦現代の課題

ま
と
め
、
分

･差別の解消にむけ

て何ができるか、何

をしなければならな
いかを考えさせる

・自分たちにできること、
しなければならないことを

考える

･同和問題を単に知識
として留めるのではな

く、どうしたら差別が

なくせるのかを考える



１b-I
ヘ

ＪＬ－Ｅ上一旦‐空-2-萱」悶鷲観::：
（毅宵訣顧票優秀作品賞登賞）

（アニメーション）対象：中学校、高等学校、一般

くあらすじ＞

○ミツコは、恋人のマサオに会いに行くところ－その表情は幸せそのもの

である。しかし「人間は、誰もが、自由で平等に生きる権利を持っているが、

もしもその権利が、踏みにじられたりしたら－」という語りかけとともに、

ミツコの顔は、しだいに曇っていく。

○実は、ミツコは、マサオが部落と関係があるらしいという理由で、両親か

ら交際を止めるように迫られているのだ。しかし、部落解放について、全く

知識のないミツコにとっては、その意味がわからない。「部落？……部落っ

て何？…･･･」ミツコの必死の問いかけに答える形で、画面は、いつしか江戸

時代へと遡っていく。

○ダイムスリップしたミツユが、まず、やってきたのは、ある城下町である｡

士農工商の身分制度は、農民や町人にとっては迷惑至便なものであった。

そこで、農民や町人の不平不満をそらす役を果たしたのは、士農工商のさら

に下にもうけられた犠多・非人という身分だった。

○では、その頃の、議多・非人はどんな生活を営んでいたのだろうか。ミツ

コは、つぎにある部落に入り、そのくらしぶりを見つけていく。部落の人た

ちの住まいは、ほとんどが、村や町のはずれの荒れ地や、河原、がけ下など

といった、霞境のきわめて悪い場所と決められていた。また、仕事は、死ん

だ牛や馬を片づけたり、犯人を捕えたり、処刑をしたり、人のいやがる仕事

を押しつけられていた。少しでも人間らしい主張をしようとすると、手厳し

い目に逢わなければならなかった。

○例えば……ある部落では、氏神様の祭礼にでかけ、神輿をかついでいた若

者が、その身分をとがめられ、袋叩きにあって殺された。部落では殺人事件

として訴えでたが、裁判の結果は「えたの命は、農民や町人の７分の１であ

る。したがってあと６人殺されたら、１人の犯人を出すことにする……」と

いう理不尽なものであった。

○そんな事件を目のあたりにして、ミンコの疑問は、さらに深まっていく。

「おかしいな、この話は何百年も前の江戸時代のことでしょう。身分制度な

んて、とっくになくなっているはずなのに、何故、今も部落のことが問題に

なるのかしら？」画面は現代に戎で生き続けてきたその理由について追求

がはじまる………。

～ｂ￣●

＝》ノ



ビデオ「にんげん’)詩一をみて

部落という関係だけで、結婚ができなくなってしまう．そんなひどいことはない

と思一)た．そして江戸時代の差別はものすこいものだと思う．人の命を何とも思っ

ていない‘その中で部落の人たちは本当によくがんばったなあと思った‘

やつと明治になって身分の解放といううれしい知らせがあ‐'たのに、結局は変化

がないということで部落の人たち(よ、より大き；きずダメージを受けてしまったと思う

なんでそういうことが現代でも続いているのか．なんで人は身分にこだわるのかと

思った。今それをなくすためには僕たちのような若い力か必要なのではないかと思

った、（男子）

lil戸時代の差別を見ててＩ上見て暮らすな．１`､見て暮`;,せ…という’)が、ひどい

と思いました。自分より上の者たちの不満を何もしていない下の人にぶつつけるな

んて、下の人は人として扱われていないみんな同じ人間なんだからそんなことで

はいけないと思う。差別について私たちはあまりにも無関心すぎたんだと思うン

Ｉ自分のことじゃない」では、すまされないと思う，この問題は、日本人全体の問

題であるので、私たち一人ひとりが正しい知識を持つことが必要だと思う。

（女子）

いままで「部落差別！という言葉しか知らなかったけれど．ｉにんげんの詩」を

見てすこしだけどわかりました‘その中で、ｉｌ:戸時代の差別が今までず－つと続い

ていたことがとてもショックでした．Ｉ人間の接し方が、こんなのでよいのか」

と考えました。それに部落差別が今までずつと絶やさ】jしていないのが不思議です：

こういう差別するようなことはずっと忘れないんだなあって思いました．

（男子）

いまだにそんな事にこだわっている人がいるという事を知って、なんだかなさけ

ないような気持ちになった。就職の時に、そういう部落の人のリストがあることに

霧いた，部落問題で苦しんでいる人がいるのなら、早くその苦しみから解放してあ

げたいと思う，こｽﾞLからは私たちがそういうことに真剣に取り組んでいかなければ

いけないのだな、と責任を感じた（女子）

－３８－



教師の反省（６月の授栗を終えて）

①町側的にどうか。

・４０分で説明を終７し゛予鯛知識等でふくらみをつけられず残り１０分に困
った。

・醜明する気持ちに余裕がなく、時間の経過などみる余裕がなかった。

・感想文の紹介で時間を埋めた。

②風聞の工夫

・ＯＨＰを使用したが使いなれていることが必要だ。

・飴すことでめいっぽいで工夫どころではなかった。

・今井先生の資料のおかげで､ある程度共通する内容が話せた。

③改普点

・項目はあるがつながりを見つけられない。（ＶＴＲでは映像操作でつながっ

ているが）

・社会科で３，４時１ｍかかるところを１時lIUでやるのに然理がある。
・換笛授莱等で流れをつかんだほうがよい。

・山下浩先生から測れを救わる。

・ＶＴＲの流れに沿ったが．独自の流れが必要だろう。

④生徒の反応

・春の６校時は厳しい。思考力が必要だから．午Ili中がよい。

．よく聞いていた．

・パネルだけではあきる。

⑤寅料について

・ＶＴＲに対する反応はよかった。感想もよく書けていた。

・資料があり奥が深いが、自分（教師自身）の勉強が必要だ。

⑥その他

・こちらから個報を施すのみの授粟であった。

・椅親を与えた上で、自分の恵見が言えて、こちらがどう取り上げていくか。

・自分自身の凹皿として、とらえられるか。

・各項目の中でのやりとりも必要ではないか。

醗
顛

３９



軍鼬j召「てAとうたん息」露趾

雛蟇
鐺２９号

|"3年宛６日榊
菟iティ尭轆iGP挙校

鯛琴年

ロー

ヨ塵訪問１０日(肋

連鯛[流鞠鱗ルオ｡.(矧
馳いずUd>‐〔いきルクー

鶴
叫
司
旦
則
昌
判
百
当
３
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
－
ｕ
豆
一
超
一
必

期１０(帥卵ﾛ('&)の\ﾛ腓離凝
銘問：鍬flﾖす鴻蜘(月)の換繁
蝿Ｈｊ機の尊鯛鰯,灸で掌辱旗恩

蜂感想`ﾜｲ鰡繍で切舜多進路
儒鰯ﾋﾞｶﾞﾃのﾆﾋｶﾞ;藷J篭(蝿憧肱

鞄
赴上級生としての新学期がはじまり．五月も半ばに送ろうとしてい
ます。各学級ではいろいろな活動鋲始まり．部活勘も唇の大会甦騒:ｈ
し、心J9ともに三年生としての自覚鋲高まってきているようです。
学年の始まりにあたり、1kのような学年目揮を決定しました．進路

決定の時期でもあい一人ひとり鋲充実した一年間になるよう披1m）し
ていくつもりでずのでよろしくお願い致します。保旗者の皆槻にもご
揺力をいた驚ければ幸いです。

一二学￣自鍾ヨー
ー･豊かな個性と感性をもち．人間としての成長に努力をする生捷
一．故上紙生としてふさわしい行画がとれるよう常に心がける生徒
一．学級集団や社会襲団の一国としての意識をもち．発意や行動に

責任をもつ生健

一．確かな学力と判断力盛もち．自己の通路をみIi､鱈し、実現に努
力する生徒

の育成

具体的には．投薬や学級生活．麓活動の中で実戦していくつもりで
すが、ご濠庭でも｢親子の会話｣を大切にされ．心の安定が得られるよ
う鞍工夫をしていただくこと力密要と思われます。担任と家鹿の連絡
をとりつつ、より充実した－年岡にしていきたいと思います．

|:liiii瓦illlLi1i讃１１１蕊
毛l〈;iliL自ら'適噂

;;jiiil蕊ili篭ｌｉ１ｉｊｌ
･化幽Lｳﾞﾌﾞ搬測山鯛じ封
\てで寂ﾄK拘椒Ｍなど上i<

雄っ脈弓よい"､慨>柁鏑撤す
。鋼ｵ1蝿ﾋﾞ大切i（蝿ご上

･繍蒋霜|戎輔.祇揚７ff(パー
。B毒し随麟t)Kｲ鷺,7噸．
。執園してs<｢;i』溺寸ろごと

勉議I瀕繊で戒ｱ輔､蝉Ｌｂ

の壱より忠や徽耐:1Ｗ;R愚３幻乍
,)繩鰯て･ず.濁陥鍬L；て･勉強

I<つい-酷しみズバnＭて1Jう仇

1弾

１０~'5日9$鰯Ｈ２）
ｌＺＩ４月

一
火
一
木
一
木
一
金
一
士
一
行
邑
月
一
大

iil篝篝篝篝 ’
の

ﾉﾐｵjRj教育のIﾊﾋﾌﾋL－，脚ｉＵ
,)水曜日御ｌ馴禰落後の'ﾄﾞﾁけﾌﾞﾀﾞｲ
ﾑﾏﾋﾞ弓暫遇なお鴬をしていﾂｲ．

鯛i鯛|蝋纈謬錯イト･のち蝿え
っ争縦｣’1師了赫ｽぞぐ>晶騨

“雛津K藷〃し」ｺﾏ日:f捕味
鑑;総了いｿﾞの‐て零肱うし,で航

ｺﾞ鰯f叩鰯躍ｌのひこつYwr1

I才嫁いで-Ｊ･寒謬。。

鶚

今
。

贈舜暢､(岳１J幡鋼）
－－

１７

業 謡ii識了讓欝
）

鑿
鑿 藤

§且２２』型□童工屋はる日ＩＦ已榔．
鋤〈jﾋﾞﾗi地し沢棋狩るえて千づＷ鷺

離K7J軸い`？錬風ｲづい
鰍ｉｌ締姉蝿｛鯛で城し

-Ｍ$`j尋L夕ぞあみﾅｶﾞ胎圃霧力醗

鵡蜂イヌｉＩ卸１１〈連鰍t:お職ｗ
六|ﾖイ

１日(PX）求霧尤

狛伽族均睦〕ﾆﾖii鍼久公

６日(且）ﾄﾞｱW鋼1$鶴ﾎ榊織Au;HH

I0日㈱；ji-裸iii鎖農

lgB健脚O富(亘）イリボJ調《肩

型曰(ｵ）弛貫響ﾔﾘﾐ,会、

釦日椒~乃日㈱鰯鋳ｽﾄ

ラ;l掌上埒')磯よの隠し･斑のひこつ

ﾋｲJbｲ鱒i潔編Iガ倒顕(御ｳ巧

Z､巳(日)⑰2秘臼裡瀞繩緬
豚寂v調鉾しい日i妥酔つい7

19鯛ＩＤ鮴)の燗も倉ATJ鰯、

鮒，ﾂｶﾞItBHLぁi'L'ｺﾞﾏ銃粥い戒1二

忽謀J憐ii蝋棚`↑の説ﾛﾖ,Ｍｻﾞ

i型zELI霊篝
計Lﾆｰｰ幽

、

⑪｣１２.;鑑ｵム
閣弗掴



「
裂
銭
曇
蕊
晋
一
〈
惑
一
淳
巴
（
弓
←
ふ
い
ド
ミ
・
コ
エ
薊
認
べ
冬
弊
匝
一
匡
邸
さ
・
鰔
謎
堺
一
剴
元
ご

朴
鼠
乙
其
且
ｓ
隷
黛
Ｐ
－
３
ご
べ
時
一
一
熱
く
藷
§
巨
魁
、
琶
壇
画
零
）
Ｓ
灘
群
ペ
ム
・

ぷ
ｓ
濯
蝋
１
通
３
屯
昏
笠
房
ぺ
ふ
瀞
ミ
今
ご
Ｓ
因
・
許
沸
』
」
§
・
〕
然
一
入
戟
⑬
Ｗ
Ｊ
Ｓ
糞

こ
』
ひ
ざ
升
六
・
Ｆ
ご
輸
画
Ｓ
谷
ペ
ー
ポ
士
ペ
ー
心
Ｕ
こ
さ
で
芦
畔
内
冒

二
幾
倍
：
貢
・
－
Ｎ
嶽
脾
、
⑪
Ｓ
議
塗
叶

亀
》
⑪
仮
式
ヨ
ー
ー
甥
公
詐
蛍
鷺
一
熟
誤

伝
｛
・
』
六
軸
済
剴
や
●
一
〈
Ｊ
酋
鷺
・
轡
ペ
ー
心

山
ユ
・

弾
〆
山
類
盛
鷺
識
秀
一
ベ
ー
ー
ヨ
ハ
ベ
ー
⑲
・

一
Ｗ
慰
歸
汀
畝
一
一
～
マ
ヶ
ペ
ご
く
い
仗
一
△
無
蒔
Ｆ
》

‐
弓
一
凸
一
○
ｍ
薄
Ｓ
議
唾
望
蚤
一
竺
寿
墨

苗
乞
一
蒜
＆
〆
Ｓ
Ｓ
詮
塞
》
＆
圭
鐸
一
珍
八
邑

部
｛
）
守
軋
・

賢
悔
（
鄙
片
議
芭
戸
亘
Ｓ
函
議
所
載

Ｊ
ベ
ハ
ゴ
曾
吠
思
い
Ｆ
睡
舞
貝
議
怒

仙
３
画
Ｊ
什
識
蟄
騨
【
ペ
ト
・
畠
祢
勵
凶
で

ぺ
ぐ
坪
叫
一
』
〕

醜
（
§
苛
銭
画
蔑
瞬
杼
灘
沐
六

へ
少
ご
堺
戴
斡
Ｓ
津
譲
融
凰
已
馨
」

黄
Ｓ
塵
一
一
日
（

囚
剤
〕
函
」
鄙
戟
些
宝

臼
□
爪
凸
Ｃ
出
血

饗
刮
濁
Ⅵ
壷
舎
瑚
込
、

回
垂
曰

鰯

量
寄
汎
一
ｓ
臓
当
愛
護
」
迎
一
畔
ロ
ス
鰻
繁
盛
評

ぺ
更
）
芦
》
い
ぶ
一
公
滝
ｓ
憩
〉
ベ
・
Ａ

ｅ
鐘
煙
諒
鄙
蕃
一
一
〈
墨
幽
勘
蘇
迅
天
酔
鰔
一

計
一
一
ｍ
醇
駐
式
熱
二
営
尹
Ｌ
元
｛
）
←
メ
テ
・

◎
懲
弧
燕
丸
亀
、
手
鷲
遡
ご
）
融
雪
什
蹴
国

璽
欽
謎
癒
需
Ｓ
ご
畢
騨
蔑
幽
一
計
矛
・

◎
電
鈩
ぞ
叫
小
Ｋ
戯
靭
ま
い
懲
凸
・
恋
二
無
い

伝
心
云
鈩
灘
諜
欽
凸
メ
ン

川
Ｓ
料
率
吠
瓢
ゴ
ペ
蝉
ズ
エ
ョ
ピ
葬
ご
・
・
巻
吠
税

凸
淳
引
『
ゴ
ペ
ー
ム
⑭
。
―
〈
Ｊ
て
べ
一
叫
川
・
叡
罫
衝
，

と
き
苧
守
斡
弓
一
ピ
ッ
｜
奄
烏
減
．
一
一
蝶
《

、
瀞
戸
樺
竺
命
急
採
薄
鷺
適
汁
う
山
舎

漸
蔓
弍
刃
で
罫
岻
血
豆
鉦
一
穎
騨
「
煮
べ
・
△
砧
中

議
ｓ
聾
》
｜
竿
マ
ー
費
鳶
Ａ
・
‐
急
募

ｌ

ミ
ニ
凱
汎
一
ｓ

Ｆ
９
．
副
』
酊
丙
凸

６
０
句
平
衡
に
な
る
で
し
ょ
う
が
。
わ
た
し
は
演
円
牧
童
で
津
、
が
餅
さ
ん
の
『
泥
か
ぶ
ら
』
を
見
て
、
た
い
へ
ん
心
を
何
た
れ

玄
し
た
。

あ
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が
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。
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と
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ぽ
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し
た
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あ
玄
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人
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た
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皮
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か
ぶ
ら
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熟
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梍
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狂
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ぶ
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な
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、伊中タイム研究部

人権に関する資料を通し、共感させるための実践

（１）研究のねらい

本校では各教科を４５分で運営し、生み出された２０分の時間を「教科・生活

指導の時間」として、「伊中タイム」と名付け、生徒と接する時間に当ててきた。

この「伊中タイム」の時間は、学級の諸問題を話し合ったり、学校行事に取り

組むための時間として使ってきた。また、学習面や生活面での相談の時間などに

も使われ、成果をあげてきた。

今回の研究では、特に水曜日の「伊中タイム」を教師と生徒がともに、人権に

関する資料を読む時間とした。短時間ではあるが、様々な資料を継続して読む

ことを通して、いろいろな考えや心情を知り、日常生活の身近な問題を省みて、

多くのことを感じとる力をつけることができると考えた。

同時に、差別を憎む心、他を思いやる心、怒りや悲しみ、喜びを共感できる心

を育てることができると考えた。

（２）研究の方法

①毎週水曜日（もしくは５時間授業の日）学活終了後から３：１０まで

の２０分間をあてる。

②資料については、読み易く、生徒の心に響くもので、３学年共通で使

用できるものを選び、前もって全教師に配布する。（ビデオなども積

極的に利用する）

③担任が資料を読み、必要に応じて解説する。

④資料は教室に掲示する。

⑤原則として生徒から感想や意見は求めない。

＊出典本はロビーに展示し、生徒の興味を促す。

＊学年便りなどに掲載し、家庭での共通話題となるようにする。

－４２－



（３）使用資料一覧

１９９２年度（平成４年度）

１９９３年度（平成５年度）伊中タイム研究部発足

－４３－

実施〕瓜 Iljli撹紘?;}科“ｽﾞ?名?(}獄iiハ； f箸!録ﾄﾑ者卜ｒｊｌ;卜 ハ::盈出４－典

１山２５ 後ろ向き 星野富弘 鈴の鳴る道

1２．２ ロスの黒人暴動を見て
考えたこと

ｵｽﾏﾝ･ﾕｰﾗ,
ｻﾝｺﾝ

視力６．０が見た
日本

１２`９ あんな子生きとって 水上勉
灰谷健次郎

いのちの小さな
声を聴け

1２．２２ サンタクロース 星野富弘 鈴の鳴る道

１．１３ ひとさし指の問いかけ
…なぜ私だけが…

神寓執俎｢民族墨

別と人相｣同皿小

委員会

この差別の壁
をこえて

Ｌ２０ 帰化すりやいいじゃん？ 同上 同上

１，２７ お会いしませんか（ＶＴＲ） ＮＨＫプライム1０

２．３

2．１７

パパとママの姓が違う理由

おまえを日本国籍にした日

つかこうへぃ

同上

娘に語る祖国

同上

実(施日
１l=？

いﾉﾘ資>薮11科Ｗｒｎ名仏 箸 者 出典

4．１２ 詩「燃えあがれ」
作文「宇宙食」

亀田知勢著
小林察編

いのち燃えつきる
まで

4．２１ みんな地球に生きる人
～アフリカの難民キャンプ～

アグネス．
チャン

みんな地球に
生きる人

４，２７ いじめで学んだこと 生徒作品 人権作文ｺﾝｸｰﾙ

5.7 みんなふぞろいの林檎たち 森英樹 これがＰＫＯだ

５，２６ 忘れられない｢泥かぶら｣の少女 大石勝男編 3分間の感話集

６，１４

女少の
「

杖い

中
白
代

料
背
た
時

賢
の
れ
女

前
じ
ら
少

事
や
な
の

業
お
ど
私

授
生
生
生

蝿埣桴奔

上`－ター`ﾌﾗﾝｸﾙ

大石勝男編
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（４）「人権授業」とのつながり

伊中タイム研究部では、定期的に資料を提供するだけでなく、人権授業研究部

と連絡を取り合い、年二回計画されている人権授業の、充実と発展を図っている。
そのために、人権授業の前後は、各学年ごとに計画、実施している。

６月の人権授業では、各学年とも事前の伊中タイムは生徒に興味関心をもたせ、

心に響くような資料を選択し、授業の導入部の働きをした。

また授業の後の伊中タイムは、１，２学年は学級のなかから感想を何点か選び、

級友の考え方や感じ方を知る機会とし、３学年は同世代の生徒の人権作文を読む

機会とするなど、人権授業がその時かぎりでなく、生徒の心に残り、日常の活動

に生きるよう工夫した。

１１月の伊中タイムについても６月と同様に、人権授業研究部と連絡をとりあ

い計画をたてている。

人権授業とつながる伊中タイムの計画（６月）

４４－

月日 1学年 ２学年 ３学年

6/1４ ｢おやじの背中」

ピーター・ﾌﾗﾝｸﾙ

朝日新聞朝刊

＊「人間が国を選ぶの

であって、国が人間を

選ぶべきではない。」

(資料抜粋）等、

投げかけを行う。

｢どなられた

白い杖の少女」

大石勝男編

３分間の感話集

＊「障害を持つ人の立

場に立つ」ということ

について、問いかける

｢私の少女時代」

池上英子箸

部落解放識字作品集

胸いっぱいの思いを

＊「部落差別」があ

ることを、知らせる
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/2８ 生徒の感想文

＊クラスのいろいろな

人の意見や感想を知り

授業のまとめとする。

生徒の感想文

＊クラスのいろいろな

人の意見や感想を知り

授業のまとめとする。

自分の中にある差別

人権作文コンクール

生徒作文

＊自分の内に育って

しまう差別について

目を向けさせる。



人権授業とつながる伊中タイムの計画（１１月）

-－４５－

月日 1学年 2学年 ３学年

10/６ VTR「部落差別の現

在進行形」

＊部落差別の現実を

知らせる。

/2９

講演

｢車椅子の生活と私」

講演

｢車椅子の生活と私」

講演

｢車椅子の生活と私

11／Ｉ 人権アンケート

＊人権についての意識

身近な問題に気付かせ

る ◎

生徒の感想文

＊講演について他の人

の感想、意見を聞く。

｢差別の現実・結婚

差別」

＊結婚差別の具体例

を知らせる。
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/８ 生徒の感想文

＊VTR「いやな奴」の

感想を発表し合う。

車椅子操作、補助につ

いてのポイントを押さ

える 。

生徒の感想文

＊ＶＴＲ「コスモスの

道しるべ」の感想を

発表し合う。
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/1５ 生徒の感想文

＊クラスのいろいろな

人の意見や感想を知り

授業のまとめとする。

生徒の感想文

＊クラスのいろいろな

人の意見や感想を知り

授業のまとめとする。



小
さ
い
こ
ろ
、
ぼ
く
ど
姉
が

ベ
ッ
ド
に
入
る
と
、
父
が
か
た

わ
ら
で
扣
締
を
し
て
く
れ
表
し

た
。
慨
識
や
卿
作
の
翻
蹄
〈
ぐ

う
わ
）
、
孤
父
の
思
い
川
括
も

一》塑悸札椎夢韮岫舵已艀華
一繊濡糊鯉嚇嘩二

一
蝿
鱗
醐
灘

―
た
。
、
叩
川
に
は
一
、
小
ト
ラ

｜
ン
プ
を
し
た
←
・

り
、
湖
で
泳
い
》
や

た
り
。
小
さ
い

は
く
が
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
床

で
樫
て
し
ま
う
と
、
抱
き
上
げ

て
ベ
ッ
ド
ま
で
巡
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
し
、
学
校
の
ノ
ー
ト
が

水
曜
日
の
は
な
し

睦
臘
蕊
臘
墹
列
訓
刈
引
列
川

こ
と
を
大
切
に
す
る
人
で
し

た
。な
ぜ
父
が
そ
ん
な
に
子
ど
も

好
き
だ
っ
た
の
か
。
よ
く
質
問

な
く
な
っ
た
と
騒
ぐ
と
、
一
時
さ
れ
ま
す
が
、
ぼ
く
は
逆
に
、

側
も
か
け
て
一
縮
に
深
し
て
く
な
ぜ
Ｈ
本
の
父
親
は
子
ど
も
と

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
と
過
ご
す
過
ご
す
時
卿
が
艇
く
て
平
気
な

！

数
学
者
・
大
道
芸
人
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の
か
と
思
い
ま
す
。
曰
末
末
》
お
麺
二
姉
を
殺
さ
れ
ま
し
た
。
仲
殺
さ
れ
た
の
に
、
父
は
杉
が
い

父
亭
ん
も
エ
と
も
老
韓
し
て
る
良
く
し
て
い
た
人
た
揖
か
、
手
未
し
た
。
疫
し
た
お
金
を
踏
み

は
ず
で
し
よ
。
会
社
の
他
的
と
の
ひ
ら
筵
返
し
た
よ
う
に
ユ
ダ
倒
さ
れ
る
な
ど
、
仰
師
走
ま
さ

い
る
よ
り
、
錘
し
て
い
る
人
と
ヤ
人
を
迫
審
し
た
の
で
、
母
は
れ
て
も
、
人
を
侭
じ
る
気
持
ち

ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
。
第
一
線
の
数

学
研
究
の
一
方
、
十
一
カ
国
鰯
老
操
り
、

街
角
で
は
大
通
筆
を
被
鴎
す
る
Ｐ
稽
簡

に
『
数
学
畝
狐
紀
』
な
ど
。
側
鰹
。

一
雑
の
方
が
何
鱈
も
楽
し
い
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。

母
は
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で
剛

家述以外は僧じるととがでは伽れませんでした。と君も触れず、趣子が鹿ら一
き
な
い
と
い
い
ま
す
。
で
も
、
父
は
呵
親
を
深
く
錘
し
て
い
し
て
い
け
る
こ
と
に
礎
心
し
て
一

同
じ
よ
う
に
両
親
彊
収
門
所
で
ま
し
だ
。
ｎ
分
が
瓢
に
擬
し
く
細
川
し
波
し
た
。
－

１１駒Ｉ川‐一獺緋繊鮒織鰄辮鰯一
例
Ⅱ
、
』
」
一
で
、
塞
辨
な
家
や
巾
を
持
っ
て
第
一
に
湾
え
れ
ば
、
皿
怒
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蝿
一
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だ
と
思
い
ま
す
。
父
は
「
ず
い
ぶ
ん
遮
く
に
行
っ

殺
さ
れ
た
の
に
、
父
は
杉
が
い
二
十
六
歳
で
、
ぼ
く
は
亡
命
ち
や
っ
た
な
あ
」
と
い
い
ま
し

ま
し
た
。
疫
し
た
お
金
を
踏
み
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
移
り
よ
し
た
が
、
細
っ
て
米
い
室
は
い
い
一

鰹
蝿
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水曜日のはなし

白
い
仗
逹
見
た
汎
他
「
気
を
つ
け
る
Ｉ
」
と
吐
き
的
て
る
よ
う
に
甘
い
■
し
た
．
少
女
ば
も
う
一
皮
『
十
糸
玄
せ
ん
で
し
た
」
と

わ
び
る
と
、
今
度
晩
白
い
杖
で
自
分
の
行
く
手
を
砿
吻
な
が
ら
耶
円
を
斌
的
団
ま
で
歩
い
て
い
き
ま
し
た
．

幹

男
は
周
囲
の
人
の
秘
隆
を
強
く
感
じ
た
の
か
。
大
戸
を
出
し
た
』
』
と
を
後
悔
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
冠
取
が
灰
の
Ⅸ
腫
冠
く
と

そ
そ
く
さ
と
降
り
て
い
き
由
し
た
．
，

こ
れ
は
、
の
不
口
山
止
少
女
の
矼
単
の
中
の
で
き
邪
で
す
が
、
、
内
で
大
き
た
戸
と
出
し
た
外
眠
ら
ん
ぽ
う
必
が
ぶ
つ
か
っ
た
と

思
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．
阯
の
中
腰
比
体
の
不
向
由
な
人
々
も
共
に
生
活
し
て
い
る
の
で
す
。

碇
常
な
人
々
の
中
に
は
体
の
不
自
由
な
人
々
が
い
つ
Ｌ
と
に
生
鱈
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
十
・
近
耶

処
ん
で
持
っ
て
い
た
白
い
杖
を
腿
ぱ
し
正
し
た
。

叉
京
の
中
心
園
を
麺
ろ
回
状
は
で
の
こ
と
で
す
。
・

Ｌ
Ｓ
Ｏ

◆
Ｌ

雌
朝
、
午
的
七
時
一
一
一
十
分
』
』
ろ
。
伎
谷
Ⅸ
か
ら
白
い
杖
を
狩
っ
た
少
女
が
羊
佼
に
行
く
た
め
に
繁
り
凪
糸
ま
ず
、
何
両
し
あ
る
冠

車
の
中
は
い
つ
も
艶
鉱
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
少
女
畦
比
牧
的
す
い
て
い
る
姓
別
記
の
耶
丙
に
梨
Ｄ
、
車
内
を
少
し
歩
い
て

珂
転
童
の
付
近
庭
立
つ
の
が
倒
慣
の
よ
う
で
し
た
。
少
女
は
巾
－
入
に
立
っ
て
い
る
と
き
は
白
い
杖
と
持
っ
て
い
虫
す
が
、
矼
巾
に

県
Ｄ
込
ん
で
し
宙
９
と
そ
の
白
い
杖
と
折
り
坐
ん
で
し
ま
随
耶
内
唯
ゆ
っ
く
り
斌
帥
郎
才
で
歩
い
て
い
く
の
跡
煎
り
よ
う
で
し

た
。あ
る
朝
の
こ
と
で
す
。
そ
の
口
も
塵
席
は
い
っ
ぱ
い
で
つ
り
率
て
つ
か
堂
っ
て
立
っ
て
い
る
繋
客
も
あ
り
ま
し
た
。
近
耶
が
ホ
ー

ム
を
出
ろ
と
、
少
女
肱
い
つ
も
の
上
う
爬
白
い
杖
を
受
ん
で
か
ら
耶
内
を
歩
い
て
い
き
土
し
た
。
矼
取
の
動
き
腱
合
わ
せ
た
が
ら

…
・
・
・
そ
の
臼
は
矼
車
の
中
央
付
近
庭
中
年
の
ナ
ヲ
リ
ー
マ
ン
風
の
例
が
立
っ
て
斫
聞
を
既
ん
で
お
り
文
し
た
．
中
内
叱
冠
爪
の
春
が

■
４

回
く
だ
け
で
賭
し
戸
も
あ
り
Ｚ
せ
ん
・
少
女
が
そ
の
男
に
近
づ
い
た
と
き
、
註
巾
は
ブ
レ
ー
キ
が
掛
け
ら
ｈ
迫
瓜
を
少
し
蕗
と
し
ま

し
た
。
そ
の
は
ｆ
染
で
少
女
ば
前
に
よ
ろ
け
る
よ
う
な
唇
防
の
主
堂
、
列
の
符
中
腫
ぶ
つ
か
り
玄
し
た
。

「
何
を
す
る
ん
廷
Ｉ
」
男
の
人
は
不
忠
を
突
か
れ
て
曲
に
よ
ろ
け
な
が
ら
大
戸
を
出
し
土
し
た
。
そ
し
て
、
握
り
返
っ
て
少
女
を
膳

ら
み
つ
け
ま
し
た
．
車
内
の
繋
客
の
回
が
戸
を
出
し
た
列
の
人
に
一
斉
陞
向
け
ら
れ
き
し
た
・

少
女
は
そ
の
戸
婬
■
い
た
の
か
小
さ
な
〆
で
「
ず
み
さ
せ
ん
で
し
た
』
と
可
い
な
が
ら
皿
を
下
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
手
胆
鮒
０

ど
な
ら
れ
た
白
い
杖
の
少
女の
中
の
で
仁
來
も
体
の
不
日
巾
正
人
邸
共
促
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
江
蛍

し
て
い
た
か
っ
た
た
め
魁
と
思
い
ま
す
ぷ
少
女
に
し
て
ふ
れ
ば
日
が
不
日

血
で
あ
っ
て
も
一
生
般
命
臆
打
力
し
生
き
腕
け
て
い
■
十
．
こ
の
よ
う
な

少
女
も
共
庭
生
き
て
い
る
こ
と
を
瓜
四
の
人
々
が
深
く
受
け
止
め
る
こ
と

〃

が
た
い
せ
つ
で
十
・
人
は
起
れ
で
も
人
間
ら
し
く
生
き
る
樹
利
を
も
っ
て

い
ま
す
跳
。
互
い
に
人
楢
を
昨
血
し
合
う
こ
と
が
人
間
と
し
て
欠
く
こ
と

の
で
き
た
い
も
の
で
す
。

「
相
采
の
立
扮
に
立
つ
」
と
い
い
ま
す
。
相
手
の
立
扮
を
半
え
て
共
淀
生

澱
す
る
人
と
し
て
人
に
接
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
ど
の
人
に
も

美
風
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
と
邸
い
由
十
・
。
（
守
切
伯
十
◎

8月 日/状 (2午） /1/咄
４７



水曜日のはなしC’ ｊ、

あ
れ
は
、
私
が
小
学
一
年
生
、
昭
和
一
一
十
五
年
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。
父
が
回
か
い
よ
う
で
血
を
は

き
六
年
間
寝
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
私
連
の
家
族
九
人
は
、
貧
乏
の
ど
ん
底
で
生
活
を
し
て
い
た
。

中
学
生
の
時
に
は
、
父
が
土
木
建
築
乗
で
成
功
し
て
家
の
生
活
も
楽
に
な
り
、
瓢
も
人
並
み
の

生
活
を
送
っ
て
い
た
。
や
っ
と
貧
乏
か
ら
抜
け
出
せ
た
。
も
う
恥
ず
か
し
い
こ
と
も
ひ
け
め
も
な

い
。
楽
し
い
毎
日
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
友
連
と
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ
て
下
校
し
て

い
た
時
、

「
向
井
さ
ん
、
あ
ん
た
は
恋
愛
で
き
へ
ん
わ
・
」

と
、
ふ
い
に
意
わ
れ
た
。
私
は
不
恩
鼠
に
思
っ
た
。
〈
昔
、
貧
乏
し
て
い
た
か
ら
か
な
あ
。
で
も
今

は
皆
と
同
じ
、
い
や
む
し
ろ
皆
よ
り
少
し
は
ぜ
い
た
く
し
て
い
る
の
に
。
お
か
し
い
な
あ
。
〉

「
な
ん
で
私
は
恋
愛
で
き
へ
ん
の
。
恋
愛
い
う
た
ら
お
互
い
に
好
き
ど
う
し
で
あ
っ
た
ら
で
き
る
ん

で
し
ょ
う
。
」

と
．
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
友
辿
は
、

「
そ
れ
は
、
私
ら
だ
っ
た
ら
好
き
ど
う
し
で
え
え
ん
や
け
ど
、
あ
ん
た
は
私
と
同
賜
よ
う
に
い
か
へ

ん
ね
ん
て
。
吸
え
て
あ
げ
よ
う
か
、
あ
ん
た
は
部
落
で
し
ょ
う
。
」

と
、
倉
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
私
は
別
に
何
と
出
概
じ
な
か
【
た
。
郁
藩
っ
て
何
の
こ
と
な
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
で
も
、
友
迎
と
わ
か
れ
て
一
人
で
冊
ろ
述
す
が
ら
、
〈
友
速
と
私
と

で
は
、
何
と
な
く
私
は
皆
よ
り
一
段
低
く
思
わ
れ
て
い
る
。
〉
と
感
じ
た
。
私
か
て
恋
愛
し
よ
う

と
何
し
よ
う
と
自
由
な
の
に
。
と
に
か
く
父
に
聞
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
そ
の
日
の
夜
、
私
は
父

に
、「
部
落
っ
て
な
ん
や
。
」

と
、
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
父
は
、

「
部
藩
な
ん
か
な
い
。
み
ん
な
同
じ
や
。
身
ぎ
れ
い
に
し
て
正
廼
に
し
て
た
ら
い
い
。
神
抑
が
何
も

か
も
知
っ
て
い
ろ
。
そ
れ
で
い
い
ん
や
。
」

と
だ
け
敬
え
て
く
れ
た
。

私
の
少
女
時
代

池
上
英
子

そ
れ
以
上
は
私
も
父
に
聞
け
な
か
っ
た
。
六
年
間
痢
気
と
た
た
か
い
、
貧
乏
の
た
め
苦
労
し
て
や

っ
と
今
の
生
活
に
こ
ぎ
つ
け
、
必
死
で
鋲
ん
ほ
っ
て
私
ら
を
育
て
て
く
れ
て
い
る
父
に
、
な
ん
と
な

く
弧
不
孝
し
て
い
る
よ
う
に
患
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

唖
床
に
入
っ
て
も
な
か
な
か
眠
れ
ず
に
、
私
は
埒
え
て
い
た
。
今
ま
で
貧
乏
だ
っ
た
か
ら
仕
方
が

な
い
と
、
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
部
落
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
だ
し
て
き
た
。
そ
う
い
え

ば
、
同
じ
出
野
で
あ
り
な
が
ら
一
方
は
上
出
野
、
私
の
方
は
下
出
野
と
区
別
さ
れ
、
上
出
野
に
遊
び

に
行
っ
た
町
も
．
そ
こ
の
お
母
さ
ん
か
ら
、

「
あ
ん
た
は
下
の
子
や
か
ら
下
ど
う
し
で
這
ぴ
。
」

と
苫
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
私
の
家
は
上
出
野
に
遮
っ
て
い
た
の
で
、
狼
団
畳
校
の
時
、
上

出
野
の
子
が
翼
ま
る
所
に
行
っ
た
時
、
あ
る
親
か
ら
、

「
あ
ん
た
は
、
下
の
子
や
ろ
う
。
下
の
子
と
い
っ
し
ょ
に
い
か
な
あ
か
ん
。
こ
こ
は
上
の
子
だ
け
が

災
玄
ろ
所
や
。
」

と
宮
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
潟
は
昼
間
の
友
連
の
話
を
思
い
出
し
て
、
な
ん
だ
か
さ
び
し
い
気
持
ち

に
な
っ
て
き
た
。
貧
し
く
て
困
っ
て
い
へ
」
時
と
は
ま
た
遮
っ
た
、
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
が
心
の
奥

庄
で
う
ご
め
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

今
零
え
る
と
、
両
親
は
苦
労
し
て
育
て
て
き
た
自
分
の
子
供
に
、
部
落
差
別
の
厳
し
さ
を
戦
え
た

く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
両
親
に
と
っ
て
邪
落
差
別
は
、
太
い
鎖
に
つ
巷
が
れ
た
お
も
り
で
あ
り
、

そ
の
お
も
り
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
・
だ
か

Ⅳ
Ｌ

ら
自
分
の
子
供
に
は
、
こ
ん
な
Ｈ
し
は
背
負
わ
せ
た
く
な
い
と
い
う
親
心
狂
｛
っ
士
の
だ
ろ
う
。
そ
れ

ほ
ど
、
部
落
蓬
別
は
誰
職
し
た
厳
し
い
い
や
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

今
、
私
は
四
人
の
子
供
を
か
か
え
た
母
親
で
あ
る
。
麺
解
あ
る
夫
と
、
皿
墹
賦
の
子
供
に
四
重
れ

て
、
琴
せ
な
軍
陛
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
供
の
頃
の
思
い
出
が
、
私
の
心
の
中
に
か
た ■、

、
、

まりとして残っており、二』のか衿針かが現在ささやかながら解放通勤をしている助樋
と
な
っ
て
い
る
。

私
は
両
筑
か
ら
、
「
部
落
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
中
学

生
に
な
っ
て
初
め
て
「
部
落
」
を
知
っ
た
時
の
悩
み
は
大
き
く
、
解
放
連
動
の
泣
嬰
さ
を
知
る
の

に
、
た
い
へ
ん
遼
ま
わ
り
を
し
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ろ
。
私
は
、
自
分
の
子
供
に
は
、
小
学
生
の
頃

か
ら
「
部
落
」
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
自
分
の
子
供
だ
け
は
決
し
て
遅
別
に
負
け
て
ほ
し
く

な
い
か
ら
だ
。
い
ろ
ん
な
芝
別
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
人
間
に
な
る

こ
と
を
、
強
く
願
っ
て
い
る
の

ウ

ろ月〃曰
３年生
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水曜

、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
』
奴
仰
の
爽
団
も
但
し
さ
し
。
血
の
肌
か
ら
耐
え
て
し
ｚ
い
、
私
の
虹
、
が
郷
滞
の
人
だ
と
い
う
こ
と
左
文
通
に
Ⅸ
肥
対
胆
知
ら

＃
；
ｈ
た
く
北
い
、
と
友
迎
厘
厘
し
堕
け
た
．
そ
の
時
０
私
促
岻
似
皿
を
、
け
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
。
そ
れ
か
ら
人

紳
瓜
一
鰄
柵
鱗
醗
襯
蝿
峨
柵
縦
醗
騨
灘
鐺
蕊
蕊
麗
駄

，
ｊ
庭
汀
い
製
っ
て
い
た
ｎ
分
も
、
古
い
労
え
を
件
っ
上
一
部
の
大
人
た
ち
と
岡
じ
だ
と
気
づ
い
た
と
き
肱
、
恥
ず
か
し
く
て
、
⑭

薊》‐《》分団釘が腿促なった。モゥいえば、十牟段前の奴父と腿皿の勵蹄⑳ことむ鰹一人文句を厭わなかったそうだ。
、
〃
Ｌ
Ｗ
Ｕ
言
う
ど
こ
ろ
か
、
叔
父
と
似
似
の
こ
と
を
郎
ん
な
が
優
し
く
瓜
か
い
回
で
見
守
り
．
そ
し
て
脇
で
支
え
て
あ
げ
て
い
た
よ
う
広
興

・
が
丁
乙
。
側
山
の
人
た
ち
喝
ど
ん
血
こ
と
背
矼
わ
れ
る
小
心
促
し
て
い
た
奴
伽
の
不
安
も
．
少
し
ず
つ
耐
れ
て
い
っ
た
の
で
肱

の
“
鱗
鍵
纈
洲
川
州
川
舳
Ⅶ
鯆
剛
川
戦
Ⅶ
川
川
舳
腓
Ⅶ
》
生

き
、
そ
の
人
と
叔
皿
の
姿
が
ダ
ブ
っ
て
几
・
兎
だ
。
そ
れ
確
立
ろ
で
奴
佃
が
唖
に
。
「
郁
淵
錘
別
と
し
な
い
で
。
」
と
、
堺
・
染
て
い
る

［川門川曰狂鄙巫孵擁配狂仏趣追鮭癖唖栴餉も脈鈩型》池、晤廸懇峨》》孔吋》趨錨密琢いい傑舩蝕緋繩雅『舵か》いい
》
こ
超
わ
っ
て
、
・
大
好
き
な
奴
⑩
と
Ｕ
分
の
血
暢
彩
大
さ
迭
齪
で
脳
て
て
し
玄
っ
だ
Ⅸ
．
と
り
返
し
の
つ
か
と
い
こ
と
を
し
た
と
侭

曜
隷
鮴
蕊
譲
》
朏
川
繊
窪
『
潅
蝿
Ⅶ
Ⅶ
←

２
．
ひ
く
分
か
ら
唯
か
つ
だ
が
．
他
に
ざ
わ
せ
る
と
毛
う
だ
っ
た
ら
し
』
。
本
邸
比
そ
ん
な
こ
と
が
怜
加
に
行
わ
れ
て
も
い
い
こ
と
源
が
．

しCｌ

「
似
⑩
ざ
ん
肱
ね
部
訴
出
身
の
人
だ
よ
〕

何
成
の
町
巡
っ
た
ろ
う
か
ヶ
随
か
小
字
咳
二
・
三
年
の
町
だ
っ
た
と
鯉
０
が
．
土
危
肱
っ
き
り
と
範
え
て
い
る
。
必
の
大
好
き

止
叔
⑩
が
彼
鉱
別
側
蕗
の
人
だ
と
他
か
ら
剛
い
た
時
の
こ
と
荘
．

血
胆
で
も
平
郁
爬
便
し
～
英
人
の
坦
仰
は
．
型
の
尊
敬
す
る
人
だ
っ
た
。
そ
ん
な
収
⑩
が
、
わ
よ
う
曙
字
位
で
否
い
飴
ぬ
た

ば
か
り
の
繊
漣
別
伺
藩
の
人
だ
と
剛
い
た
そ
の
時
峰
心
風
が
止
ま
る
く
ら
い
聞
い
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
収
〃
に
対
し
て
狩
っ

て
い
た
琢
敗
の
伍
押
も
が
－
固
腫
し
て
机
え
戎
り
。
虹
皿
の
こ
と
が
黙
か
泥
知
ら
れ
た
ら
と
い
う
不
安
が
機
切
り
・
脚
皿
の
Ⅲ
が

狐
に
な
り
此
ぬ
た
． 筒自
分
の
中
に
あ
る
差
別

側
本
殿
刑
小
学
校
三
年

乙
野
抑
子

今
の
壮
企
で
乢
土
だ
。
災
凪
し
て
い
肱
い
の
だ
。
造
ん
肱
小
で
Ｏ
脚
Ⅲ
陞
棋
さ
れ
た
し
行
効
乢
と
て
Ⅲ
す
ば
ら
し
い
こ
と
ｖ
欧

に
で
も
肛
皿
の
で
き
る
こ
と
で
肱
吹
い
・
そ
れ
が
で
き
た
私
の
旗
朕
や
Ⅸ
瓜
を
、
晒
し
た
い
輿
冊
乃
だ
。
「
Ⅲ
分
班
が
砿
卿
し
た

か
っ
た
の
略
似
〃
さ
ん
の
お
か
げ
だ
よ
。
」
と
。
父
と
⑩
吐
酎
っ
て
い
る
・
仏
は
一
血
錐
醐
と
す
る
心
好
例
⑰
て
し
１
つ
た
が
０

京
桃
や
皿
瓜
の
こ
と
を
狩
り
に
鯉
う
＋
、
こ
れ
か
ら
吐
侠
し
て
純
別
を
し
た
い
だ
ろ
う
。

叔
皿
？
』
と
で
弘
肱
、
憩
蕗
に
渕
噴
て
の
侶
几
を
胸
て
咄
こ
と
が
で
き
て
。
私
伽
身
の
般
鯛
犀
瓢
処
た
く
な
⑪
た
が
、
雌
の
中

の
餌
瀞
強
別
に
対
す
る
卿
、
肱
。
ま
だ
ま
だ
肺
決
し
て
い
た
い
。
ｍ
峰
緬
淵
に
佃
几
吻
仰
っ
て
い
る
人
胆
個
児
豫
険
て
さ
⑭
。

、
分
が
学
ん
だ
ご
』
と
を
。
み
ん
な
胆
牧
え
．
身
近
な
尚
皿
か
ら
肺
決
し
て
い
く
則
力
を
し
止
け
比
Ⅸ
な
ら
な
い
の
だ
。
肌
の
旗
縦

や
皿
四
の
よ
う
化
人
が
、
一
人
０
二
人
と
畑
え
る
な
ら
ば
。
今
よ
り
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
祉
翁
仇
餓
が
漸
れ
凸
こ
と
遮
ろ
う
。
私

●

肱
．
ｎ
分
四
・
生
山
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
皿
う
よ
う
上
人
同
腫
処
た
り
た
く
た
い
・
人
の
血
卿
臣
立
っ
て
・
物
水
瀦
鳳
小
、
必
・
乳

て
あ
げ
ら
れ
る
入
り
上
大
人
に
な
り
た
い
。
そ
れ
腱
ば
、
こ
れ
か
ら
し
向
分
の
中
の
漣
別
す
る
心
を
少
し
ず
つ
解
決
し
て
い
く
よ

う
唱
心
を
肝
い
て
い
く
こ
と
が
獅
嬰
だ
。

殖
や
く
な
り
燕
し
く
、
７

（
か
？
》
工
よ
、
Ｚ

６
う
し
ょ
う
ｔ
砿
⑪
噂

；
よ
酵
臆
砿
、
で

州
？
…
關
子
・
物
砧
、
ワ

ヒ
ｈ
が
』
巾
７
９

□
０
｝
ヘ

ヘ
』
こ
』
ラ
の
ど
こ
ｂ
ｌ

Ｒ
ｍ
同
工
汀
千
凸

汗
に
い
よ
う
蚊
も
い
、

ひ
移
禺
Ｌ
ｚ
Ｍ
ｚ
Ｊ

月２Ｓ曰
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４９
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（１）研究のねらい

生徒一人ひとりに基礎学力を身につけさせる事により、科学的な見方、考え
方、正しい判断力を育てる。

社会科・鰯瀞科で人怖に関わる教材を指導する事で、差別の実態を理解ざせ
不当な扱いを受ける事に対する怒りや悲しみを共感できる心を持つ生徒を育成
する。

（２）人椎に関わる教材（図譜・社会）

＜国語科＞

文学教材では、テーマが「共に生きる」とされた教科書編成の意図に沿い、
様々な人々の心を読みとり、同じ立場で考えるという思いを呼び起こすことの
できる作品をWi点教材とした。また、説明文教材では、「現代に生きる」とす
るテーマをふまえ、社会の問題に広く関心を持ち、世の中の姿や人間の生き方
の描写と説明をたどりながら、自分のものの見方・考え方を広げられる作品を
重点教材とした。

複雑な現代社会の中で、共に生きていくものとしてどのような考え方．感じ
方が必轆となってくるのかを見つけることを目指したい。

４－２１犬Ｚ liQr｡H１１．､

ヌーの粥侍孟

－５０－

'二}Ｉ
’１

単元名
一一一一一上

命ということ

｢わたしをこえて」

４．平和への願い

※自主教材

統轡２

lL-AJmのきずなを
'４．状況に生きる

ljl
※ｌｉｌ主教材

畿呪１，出会いを生

かす

現代社会を考える

教材名

大人になれなかった弟たちに．文学教材（７月）
木琴・文学教材（９月）

わたしの周りには,いつもあなたがいる．説明文
(２月）

字のないハガキ・文学教材（９月）
鈴の鳴る道（１０月）

アジアの働く子どもたち・説明文（１２月）
夕焼け・文学教材（２月）

故郷・文学教材（７月）

パールハーバーの授業・文学教材（９月）
わたしを束ねないで・文学教材（１月）

例文カレンダーの絵から（５月）

犬に名前をつけない社会・説明文（１０月）

２



＜社会科＞

社会科においては人櫓に関する教材が多く盛り込まれており、この中の社会
的事象を確実な資料に基づいて多角的に考え、事実を正確にとらえ、公正に判
断する能力と態度を育成し、差別を許さない姿勢を持ち、幸福な生活が営まれ
るような社会を作り上げる意欲のある態度を育てたい。
このような視点に基づいて、人梅尊重の意識を育成していくために地理・歴

史・公民の各分野で次の教材を取り上げた。

－ﾛ弓

今暴'五lの八種篝HIlHH顕（６

ｌＩｌｌｌＩＩ－－１ｉＬｉｌ’１１－‐‐！ＩＩ１ＩＩｌ１ｌｌｌ‐１１１’１，１ｉ‐’ｌＩｊｌｌ１Ｉ，；！

I孟勺づう里子庵産＆Eユ

古代社会の奴隷制

古代インドのカース

縄文・弥生時代にお

(４月）

ト制（４月）

ける身分の発生 (４月）

|鰡糊&(９月）
｜キリスト教禁止と島原の乱（１０月）

|欝茎鮭総濟柵勵
|懲鑪J脇鳳）
’四民平等と身分解放令（１１月）

|灘辮2品２月）
|韓国併合('２月），労働運動の起こり（１月）
Ｉ対華二'一箇条の要求（１月）

｜アジア・アフリカの民族通勤（１月）
｜大正デモクラシーと米嵐勤（１／]）

｜全国水平社（２月）

|鯏學箪馳…）
Ｉ同和対策審議会答申（２月）

’’’’一
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家族笙沽（４月）

人間尊重の思想（５月）

人権思想の発達（５月）
基本的人権の尊重（５月）

人櫓の侵害（５月）
裁判と人権（６月）
国民主権（７月）
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社会科学習指導案（公民的分野）
授業者栗田光雄

１９９３年６月６日（日）第１校時

第３学年２組４０名（男２１.女１９）
授業の雰囲気を盛り上げるような活発な発言はあまりないが、個
々の能力は高く、授業の内容に対して自分なりの意見をもってい
る｡うまく引き出すことにより内容の深い授業になることが多い。
現代社会と民主政治…「人権の尊重と日本国憲法」＿
(10時間扱い）

１.人権思想の発達２.基本的人権の尊重
３人権の発展と国民の責務４.日本国憲法の平和主義
５.平和主義と主権者

基本的人権の尊重（本時は５時間扱いの第３時）
日本国憲法における基本的人権の知識をもとに、自分たちの生活
の場にある問題に置き換えて考えてみる。特に自由権については
「自分勝手｣とか｢わがまま｣といった感情の擁護の目的でなく、相
手の立場や生きるための権利保障であることを理解させる。

1.日時

2.指導学級

3.学級所見

4.単元名

5.単元計画

6.本時の題材

7.指導目標

8.指導内

容の展

開

圏７田可動

打橇の内溶:|精縛

語し合:

F1で自由繭の本償

の縄和上と自己｡

－５３－
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自由権の内容

身の回りにあ

神精

、 身体、 経済活動Ｉ
の自由について概観す

る。

ｸﾞﾙﾌﾞ単位で話し合わ

霧欝え|::蕊蓬騨

発表活動

|についても話し合わ

'て決定させる。
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学習内容 学習活動 資料 指導上の留意点

導
入

日本国憲法に

おける基本的

人権

憲法の基本的人繼の考

え方について、発表ざ

せる Ｃ

教科書

教p､45,46を参考に
させる。
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中３社会公民的分野教材

〔自由権微いよう１１）

牢４．６６８．９組Ｃ コケ}１乗のに寝だ

迂弓_弄廼'四ｒＩ〃Ｔ曰

※自由権として認めてもよいか。判断しなさい。

ﾌﾟ〕丑』』

酉を｡

FTI

【
Ｌ

1－１…－－－－－－．－－－－－上－－－｣－－－….＿－－－－－－－－－－－１
ｌ

ｂ

《参考事項＞

Ｅ(２本ごＩ菫i雰蕊護三

第１２条

「この憲法が国民に裸繊す愚自111蕊び;鰐I|減、野馬`か税紙ｐ零ウィニi･，了

二進雪鱈蒔:Ｚ:.:j8Aﾉｰfjf・誉.,ゴゴル('>であって、蛸;こユ:洋紙濠と蕨？え､惑い:７F

量湫〃ずﾂｶﾞ;茸ﾉｾﾞ:逹賞z;。」

第１３条

「すべての国民は個人として尊重される。生命．自由及び幸福追求に対する

塵7房の臆〃につ！』ずな．勢＃の慮避に淀ム蟹小蛎ク、玄藤子の勉鋤厚鰯鋤

上で漏大砂尊重逹必露とする。」

－５４－



社会科学習指導案（公民的分野）
授業者今井伸尚

rな･･月旦．,１W．

１．日時１９９３年６月６日（日）

２．主題「差別とは何か」

３．教材観生徒一人ひとりの中には，いじめや差別を憎み、許さないという
気持ちは備わっている。しかし、その気持ちが周囲を取り巻く状況

や、青年期にありがちな自己矛盾の中で、素直に表現できないこと

がある。

今回アメリカで行われた実験授業である「青い目・茶色い目」の

ＶＴＲを視聴することにより、差別を客観的にとらえさせる目を養

いたい。差別造いうテーマは、ややもすると教師サイドからの一方
的な講話で終始し、生徒にとって受け入れにくいものであるが、差

別する側と差別される側の両者を体験することにより、差別の構造
を理解し見抜く力、その不当性を追求できる力を育てたい。

４．指導目標ａ，差別はどのようにして作り出されるのかを理解させ．差別に対
する理解と認識を持たせる。

ｂ，差別の不当性を追求する意欲を育てる。

ｃ，差別に対して無関係ではなく、誰もが差別の当事者になりうる
ことを認識させる。

５．資料ＶＴＲ「青い目・茶色い目」

６．指導計画

艤
Ｉ

理トワ汎餡ｈＥＴ蔭

聰の注意をすあ 見やすいように席

を移ｌｉｂする。 …１．－－剥椚Ｍ】一甸一「》『甥「「「「ｌ０Ｉ０ＩｌＩｕＩＩＩＩ０ｉ００ｉＩ０ＩＩ。↓

｜》》》ｍＴＲ視聴（１）

｜…入す篭．，（予想される反応）

｜蓑鱗雛：
｜エリについて
無関心

－５５－



iさせる

薄い

i意…いこと
lvTR楓轤(3)

'-－

！｜その差別には根拠があつ
；’たのかを考えさせる

iと(差別とはどんなものかを
｜｜考えさせる

}
導きだした結論が正しい

かＶＴＲで確認させる

」’---

－５６－



第３学年国語科学習指導案
授業者矢部ひとみ

１．日時平成６年１月１７日（月）

２．教材名わたしを束ねないで新川和江

３．教材設定の理由

この詩は題名にも集約されているように、外からの他律的な束縛を押しの
けて、自分自身のうちにあふれる主体的な「生」を、のびのびと自在に解放
したい、という人間性の根源的な思いを主題としている。この一人の人間そ
のものとしての自我意繊と生命感・前向きに生きようとする意欲は、自我を
確立しつつある生徒の若い心への大きな刺激となるに違いない。
また、詩の技法、形式の整え方、美しい音調、豊かなイメージなど作品と

しても優れている。しかも人間的な主題を、繰り返し重ねていくという理解

しやすい技法で、主題をとらえやすい作品であろう。

４．指導の目標

（１）比轍・象徴などの諭的表現を正確に理解させ、語蕊を豊富にさせると
ともに、創造力を高めさせる。

（２）作品の構成を明らかにして、主題を正しくとらえさせる。
（３）作者の考え方を通して、生徒自らの生き方・考え方を深め、人間のあ
り方や人生について考えさせる。

（４）作品の表現上の特徴を生かして、生徒自らの生き方を表現させる。

５．同和教育の視点

固定観念にとらわれずに生きたいとする作者の思いをとらえることで、人

間が人間らしく生きることの意味を理解させ、人轍を尊重する精神を育てる。

６．指導計画（４時間完了）

１校時詩を読んで、初発の感想をまとめる。

２校時比噛・象徴などの詩的表現について理解させる。

詩に込められた作者の考え方・生き方を読みとらせる。（本時）

３校時各連の構成を生かして、生徒自身の望む考え方・生き方を表現させ
る。

４校時各自の詩を発表し、それぞれの生き方・考え方を大切にすることを

理解させる。

－５７－



６．本時の展開

Ⅲ１口包
苫、、１才旨Z型トワ）掴

自ｌ・詩を音読

屯嘱i・象徴などの詩的１．読後の印録が＿ど@
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指導内容学習活動指導上の留意点

導
入 ･初発の感想から、学習

課題を理解させる。

･詩を音読する。

･学習課題を見つける。
･各連の構成に注目さ
せたい。

ま
と
め

･詩の表現上の特徴を生

かした朗読をさせる。

･間のとり方・強調のし

かたに注意して朗読する



陣到目醤炉斗'学栽牙+t計独低率：

投藁者松加三郎

日時１９９３年７ｌｉ３ロ（上咀、）節１校時

学級第３学年９組ｑ０名（ｌＪｌｆ２０名，女７２０名）

学級の実理明るく楢発な生促が多く、活助的な学級である．宇目に取り綱む宙勇も真面目である．過去

２年間、同和の学閥をしてきた成果もあｏｊ、男女の偶力もよく保たれて、お互いの良い所を

伸ばしつつある．

皿元名状況に生きるＩ故郷」秘迅作竹内好訳

単元設定の本qL元の日揮は、変現の特徴に注遮して鏡み、状況と人間のかかわりを考えることである．

理由１曲郷」「ヒロシマ神路」「バール・ハーバーの捜粟」を味腿し、人間社会自然などにつ

いて向分の見方や考え方を深めるための学習活動を期待し木単元を設定する．

叩元の、標・表現の仕方や特徴に注互して錘む．

．且明人物の会蕗、行助から主四に迫るものをとらえる．

.まとまった感想や恵児をもつ．

招導計画８町11N扱い

・魯迅の生涯や時代Pr丘などについての予飼知、をもたせる．（１）

．、威し、初発の感麹を画く．（２）

・２０年ぶりに見た故郷と我が旗の樋ｆ、それらに対するＩわたし」の心付をつかませる．

・ルントウ、ヤンおばさんに代衷される当時の中、民衆の1Ｗ神的荒廃について考え「心の中

の故郷」までも■失する.「わたし」の心１Ｗを考えさせる．（２）

・故郷を去っていく「わたし」の心佃を醜み取らせ、主皿についてn分の考えを臼かせる．

（本時）

本時の

ねらい投璽全体を侭U返りながら、盛魁を画く．

同和敏育の視点より特に田忠するごヒ

ヤンおばさんのむきだしのエゴイズム、ルントウの卑屈さを社会状況とのかかわりでとらえ

させ、新しい希盟に満ちた社会を笑現させていく方法を、じっくり考えさせた6,.

本時の展開

１
２
３

４
５

８

７

（１）

(２）

10

作品の王皿をとらえ、状況に生きる要を自分のこれからの生き方に反映させようという迩欲

が持てたか．

－５９－

１１評価

導
入
Ⅲ
分
展
開
弧
分

まとめ

５分

学習内容

授要全体を限り返る．

・初兜の感想との相違点を

個条害にする．

・感想文を⑰く．

（４００字侃肛）

・自分の文立を砿理し、他の

生徒の発安をＵＵく．

ｌＷ導上の1,厘点

初発の＆皿をもとに呵茂、再考

させる．

・故郷良失の感傷にとどまらず

結盟する「新しい生活ｊを

イメージさせる．

･錠み取ったことか吟、自分の考え

を述べさせ、連蝕的な文血をｉｎみ

立てさせる．

･机間巡視

・自分の考えと対比しながら、友迫

の発表をよく聞く．

嚇側

各自ノートを■Hg．



道徳研究部



Ⅳ道徳研究部

豊かな心を育てるための実践

（１）研究のねらい

◎他を思いやる心を育てる授業の実践をはかる。

◎生命の尊噸、思いやり、感謝の心をもち主体的に行釛できる化徒を育てる。

(２）研究の実践

1.道徳指導での重点項１１として、人樅の内容に関するものを選択し、次の７項
目を設定した。（★印は特に重視していきたい項、）

★２－２温かい人間愛のWilqI1を深め、他の人々に対し感謝と思いやりの心を持
つようにする。

２－４リ)女は互いにⅡIJIの人格を薄堕し、健全な異性観を持つようにする。
★２－５それぞれの個性や立場を尊爾し、いろいろなものの見方や考え方があ

ることを理解して謙虚に学ぶ広い心を持つようにする。

★３－２生命の尊さを1W解しかけがえのない自他の′|：命を尊爾するようにする
３－３人間には弱さや醜さもあるが、それを兎１１Mする強さや負(I蔚さがあるこ

とを信じて、人１１１１として生きることに再びを見いだすように努める。
４－１自己が属する様々な集団の意義についての理解を深め、役割と責任を

自覚し協力しあって集団生活の何｣二に努める。

★４－３正義を重んじ雄に対しても、公正、公平にし、社会迦帯の鯖神をもっ
て差別や偏見のない、よりよい社会の実現に尽くすように努める。

２.雨点項１１に関する資料の差し替え寺をしながら(l：IHI指導計画を作成した。

３．道徳授業への意識をilfliめるために、噸点資料名の掲示を毎ハおこなった。
（各教室、職員室）

４．年２回研究授業を実施し、その後授業反省会を持った。

５.研究授業のみならず、１１頃の授業実践を記録していくことも人切ではないか
と考え、’1に一度、頭点商科についての授業実践搬告を提出してもらった。

－６０－



貫尊工全;全金雇ｉ鐵寸殖i毒竺琶牙寸旨コヨ9[雲＝

１，日時19931Ｆ(祇錦)６Ｈ１４ｕ（月）銅５校時

２，主題名思いやりの心（項目２－２）百科名「千ｎ札」

３，主図設定の理由

生徒の実態を見ろと、まだまだ自分中心に物砺を牙える傾向が強く、自らの利轡に牧碕したり、考えや立期を11Ｗ

し付けたりするM3面が多い。本内容は、「温かい人1111愛のWl神を深め、他の人々に対し感謝と思いやりの心をしつ

ようにする」ことをねらいとしており、互いの人相と栃利を尊囲してみんなのことを考える連帯のWI神や思いやり

の大切さを養わせるには良い題材と考えた。

４．同和教育の視点にたった訂宜耶項

沮かい人間愛の爾神を深め、他の人々に対し感謝と辺いやりの心をしつようにする。

５，本時のねらい

相手を理解し、相手の気持ち立期を思いやることの大切さを自覚させる。

６，本時の展開

０１荷する生匪の反Ｈ

泄後には別1を幅

１mⅡ

７ 坪品

相手を理解し、相手の気持ちや立AIIを思いやることか大切であることか理解できたか。

－６１－

、肝価

段贈 展開の大要 期待する生徒の反応 描導上の留愈点

耶
人 資料を腕んだ後の

感想をまとめたも

のを提示する

展
開

共通間囲意織のlＢ

定

賞FY的窓見に目を

向けさせろ

｢文ちゃんの苦し

みのリュヲクを」

と考えるあたりは

主人公のどのよう

な厩１，かうかがえ

ろ力、

(批判的意見〉

・中奥を確かめずに犯人と疑ったり、自分の不始末を認めたくな

いぼかりに他に貿任を押し付けようとしたのは身勝手である。

・他人のお金をとるということは悪いことであり、主人公の文ちや

んにとった態度は甘すぎる。

<荷質的忠見》

･気持ちが肺まるにつれ、次菰に相手に同１Wを寄せるようになった

。股後には卵を自分の不注意として耶態の円酒な解決を図ろうと

している。

｢他人に厳しく自分

に甘いのはほめられ

ることか」といった

疑IIiを投げかけるの

６日い

主人公の文ちゃん

に対する特別な恩１１V

は文而のどこに見ら

れるかただすの&よ

い

終
末

生徒の身近な問囲

につなげて教厨の

感想でしめくくる

質料の批下Ｉ的江恵見

をクローズアヮプさ

せRKいように訂亙す

ろ



１年生道徳研究授業の反省

｢主題と筒料についてI

・内容が11席りだ〈さんで、資料を半分便川したりするなどしてポイントをしぼり
たい。

・FIV前に百科を読ませて、感想をまとめさせておいたのは良かった。資料の後半
部分は読ませなくて良いのでは。

・批判的意見の１１}にくいＦｉ料だった。＋Ⅱ

|生徒の反応」

、主人公の行動に対して’鯉いやりがあり、優しい人だIと「文ちゃんにとって
よくない｜という意見が了二分した。

、たくさんの意見が出された。多くのものが主人公は’優しい」［心がひろい，
という感想をもっていたが、Ⅷ主人公の行動は「まちがっているんじゃないか」
という意見も出された。

Ｑ’貴美技の行動をどう思う？匠｡側美枝はいいことをした。

もっとはっきり言うべきだ。

日分にはできない．

Ｑ２貴美技はなぜ文男をＨめなかったのか？‐ＮＩＦの気持ちを考えた。
文男がかわいそうだからｏ

Ｑ３貴美技はどういう人か？‐優しい、心かひろい、思いやりがある。
･主人公の気持ちの変化がつかめているのかはっきりしない。問題がお金という
こともあってか「思いやり」についての考え方がわかれてしまった。

｢人権（同和）教育の観点から特に１W愈した点」

・ひとりひとりの`意見をﾋﾞﾄﾞOiiさせる。多くのﾉ|:徒に愈見を発表させる。ｎＩＩＩに意
見を言う雰囲気をつくる。

・自分にとって不利なことではあるが、それ以Ｌに他人を思いやる心が大切であ
ることを強調した。

｢その他’（感想など）

・時間が足りなくて、実''2活での体験まで話がいかなかったので残念。

.思いやりについての飾った部分が文意に目立ち、問題のとりあげかたが難しかっ
た。生徒が理解できていたのか、話の結びに少し不安が残る。

－６２－



筑句F三等全E芋二 iL2[ｆ慈全葵刊２V十局皇癖蜀ミ

１，日時Ｉ”3年(V種年)６１１１４日（１１）i1Y5Bpヤ

２，兆題名皿いやりの伯（M1【１２－２）筒科名「やさしさい．〕ぱいI

３，兆3m璽竃の理１１】

内容噸、２－２は「j:A力､い人jl雌の輸神を深め、他の人々にヌル蝿Wと処いやりの心をI1iつようにする。」

躯をねらいとするものである。人IHIは、さまざまな人と関わりを胸つIIBで＿互いに翌め合い､Ｉ`I力し合い．

支え合って』紬をしている。しかし、私たちはｌＵｑ１らぬ人に対してFIUIけをしたり、lnI1hの言葉をlj１けたり

することをちゅうちょしがちである。

雄に対しても、思いやりの心をF持ち、それを愈欣を持って111本tyjに行ilIでしめす11【の大切さを碁えさせた

いと、このRn材を鍵i:した。

4、IEiIIu紋７７のIlUJlAにたった刑趣1噸

日常(I錨のなかで、誰にでも、ｌｕいやりの心を持って1喪することができるようにする。

$、禅$のねらい

迎いやりのfDを具体的にi鋤の[１１で11'せるようにする。

６，ｺｲ､$のlHIUII

宿卯上の闘厘点予想され＿ａ一生生の反応嘱閲の大要

流科を俵み内容を

砿型する

あらすじ（仮麿）

白いつえを持った若い女性

立川収は二つめ(男性の伽）
ドアのiiiに立たせろ(男子高佼生）

－緒に降りる(作者）

立川収

席をゆずる(女子両佼生）
今時の若者も……

写

人

ハンディキヤププの。

ろ人に､厳にかしてあ

げたいと思ったこと

があるか､話し合う

･足の不ElIilな人力《バスに繁ってきてよろけそうに
ｆよったとき。

.白い杖を持った人が､仙断歩沮で困っているとき

わたくしたちは､日頃､かばりそのよ
うnK人inと接しているにしかかわら

ず､里外と重醸していばいことが多
いので､良く思い出させる

届
やさしさいつぱいを

A崖んで､活し合う

．割凪の男子商佼生力《､彼女の腕を取って聞くドア

の前に立たせたこと

・２人の女千岡佼生かさっと席をあけたこと

･目が不自由で､けがをしても､それに負けないで

賦概的に生きていること

･作者ができばかつたことを､璽外なことにﾘﾘ子高
校生がしてあげたから

･女子高校生がさっとBWを空けてくれたから

庇科のどこが生徒にとって印象的
だったかをおさえる

｢今時の若い者もけつ

こうすばらしいじゃ

ないの｣と里っ上のは
なぜか

若折に先を越され､その行動に触発

されて自分の心に思う行動をとった

作者の｢やられた｣という思いがある
ことも気付かせる

｢今時の若い茜｣の中に､この目の不El
Illな若い女性も入っていることはい
うまでし虹い

騰
藍|園扇面i…二万一

･照れ<さいから

･人を大切にしようとする瓢侍らが少ないから
･刃気が雌いから

.すすんで､平をかす

.思いやりの心をもって行動する
人、愛の心が､思いやりの行動に移

ることを理解させる

徒の発曾を評価する

７．坪価
どのよう虹鳩合で６，mいやりの心を持って、行動することがBP解できたか。

－６３－



２年生道徳研究授業の反省

｢主題と資料について」

・１時間で扱える量としては適切であったし、内容的にもわかりやすかった。
・現在使っている資料に比べわかりやすかった。

･絵等もあり、授業を進める上でやりやすかった。
・内容的には、できすぎの物であり意見の討論があまりできなかった。

・現在行っている、水畷日の話の内容に近い資料であった。

｢生徒の反応」

・自分がこのような場面にであったら、資料の内容のように声をかけてみよ

うと思った。

･他の人の、いろいろな視線があるので実際にできるかどうか心配である。
・同じ犠な体験をしたことがある。
・バスを降りたときに、同じ様なことをしたら、断られてしまい、あまりい
い気持ちがしなかった。

・勇気がないので多分できないと思う。

・どこで声を掛けてよいのか、タイミングがわからないのでできないと思う。

｢人権（同和）教育の観点から特に留意した点」

・日常生活の中で、行動に移せるように過めていった。

･家族、同級生、後輩等だれにでも、思いやりを持って接することができる

ようにする。

･時間の関係もあり、まとめのところで教師サイドでまとめてしまった。》’》｢その他」（感想など）

･資料が短く要点がしっかりとしていたので、

内容が理解しやすかった。

－６４－



舞汀Ｓ尋主年ｉｐｆ塵1会葬語2Vク厨墾浜蜀＝

１．日町Ｉ的3年(fH5f)６n１４ｕ（１））銅５校時

２．主四名社会正丑（項目４－３） 阿料名言いがかり

３．主副田竃の理由

内容羽ロ４－３は、「正穫を賊んじ班Iこ対しても公l胚、公VIにし、Ｉ上会連粥の輔伸そしって藍別や凹旦の虹いより

よい社会の実現に尽くすように努める』ことをねらいとしている。
生徒の日常生活を見ると、不正を見ても見ぬふりをしたり、不当な鬼別、■見をもって他の人か扱われていても、か

かわりをもとうとしなかったり簸関心であったりする傾向が見られがらである。

ここでは、自らの過ちを累直に反省し、正獲を曲んじ、それそ団くことによって自分自身を妬めていく大切さを理数
させたし､。

4．同和牧fVの視点にたった岡恵耶項

里団や社会に存在する佃児や選別を俳除するためには、正輯感と勲笂をもって立ち向かうことが大切であることに剣

付かせる。

５．本的のねらい

不正を見逃さず、社会連１WのWI神をもって巌別や囲見のない社会の実現に尽くそうとする皿肛を河てる。

６．本時の展問

毎KＪ」Ｊ■

ヨＴＰＥＢＪ

７．界伍

正、不正を見きわめ、すすんでそれを実行に移そうとする心構えができたか。

－６５－

童
導
入
展
開

展開の大浸

百科を錠み内容を伍阻

する。

｢仏」が脚をかけなか

ったことについて話し

合う ①

｢兼ジャン」の同年の

恕度について蕗し合う

Ｔ件後の「仏」の気持

ちについて話し合う。

このような墹面にul会

った町、どのような行

動をとったらよいか賭

し合う。

健
末

ロ分のIHI団として考え

ろ。

牧踊の感理



ロ･P

３年生道徳研究授業の反宵

｢主題と資料についてＩ

.３年Aにとしてはやさしいが、顕で考えるのと実行することとは非蹴に違うとい
う点がわかってよかった。

・資料の最後の部分は、抜蹴と関係ない感想がｌＩｌやすいので注意を要した。
・１時間で扱うのに適した資料だった。

｢生徒の反応」

.この場に自分が立ったらどうするか？！Ｄ「見て見ぬふりをしてしまう｜と呑え
た'上徒が多数をしめた。

.ｉ，i年の功瓠に感釛した。

.なかなか青年のような行勅はとれない。

･資料を読む前にロールプレイをさせた。ほとんどのﾉｾ徒は行動にうつすことは

できなかったが、数人は不jl2をiEす1｢勅をとった。

｢人権（同和）教育の観点から特に剛意した点Ｉ

･行動にうつせないまでも、誰もが1K義感（助けたいという気持ち）を持ってい

ることを確認した。

･青年の行動のようにはできないと生徒はfIl断したが、もっとiiiilrilきに考えてみ

たらという正義感（勇気）に爾点をおいた。

・不正に対して少しでも行勁ができたらという点を話した。同打I問題には特にふ

れなかったが、他の身近な場lIliではとうかという風体的な話をして感想をひき

出した。

｢その他」（感想など）

・文は窺いが、生徒たちにとって身近な'１１１題で、教Ｍｉからも例がI|}しやすくてよ

かった。

・身のまわりの不正（生徒の見ている、瓢づいているイミlIi）までおろしていけた

らよかった。

－６６－



(１９９３年度）ｉＥａＴ冠1隼悶丁局さ浮図十画ｉ 耳Ｚユニ誇企痕

主且０名

Ｉ

一会一》
名料周
一
肱一麩

ち

ねらぃ

唖I可l牛活の向上 ｓ互いに仕向しあい、協力しあって里、堆活のｦ喧実をはかる。

4極ましい生活習慣 身のまわりのＲ理､２個をかけ繭だけに終わらせばいための4』0日えや爽践化
の忠欲を持たせる。
冒已而至面万『万i7万ﾏﾌ[両ｱア)､けかえの芯い

￣

どゆみない努力

おIｴｵLかけたきょうだ（
のである‐

Ｚ妥囮や亜匝些廓Ｌ･品Ｌ
ｎさせる。＿

極物とともに

IVH綱M1

高い理廻を掲げてその;ﾋﾟﾖUに努力する態度を昼う

奉仕の心

思いやりの心

同主的虹生産､副【

h午円札

汚れた粟H1券

小さな蒐石

_〃と子
h優しいまなざし

グループ日記

七夕のＢの約束

ざを自覚させる。

゛っきりした行動のとれなかった自分を厳しく戒めている主人公の4』4日を
かませる。

な心 剛の力を越えたものにｂ思いをいたそうとするnk隈な心を7Vてる。》聖輌
“》一塑錘一目

雲鑿鑿i鱸i鬘鑿鷺臺霊
￣￣－－￣

ご判断して』･ろまおうとする。

済作と句と

F5-と京１８;＿＿
臭し《自分を染めあげ
下さい

園厘否~－－

アトラクション

南京錠

詫一郡

、
一
四
一
順
行
一
ｍ

相手を理nmし沮力､い心でぬbれ合うことの大切さを学ぶ。

鰐， 何てる。
とする心を育てろ。

侭一料一回
５

焉Fz]顧盲、百~圃飛扇売〒うこで冨万雇更了乖U詫弓乏干客輔霊H１
相手の特性を理解し、健全江異Pt■lを両てる画[を昼う゜

－－－－￣－－－一一

南京錠１１８ $の蜀日Iに負けず、努めて自制してものごとそ行おうとするﾛ四K【を狂う。

!#麹：
挿一御一州

塾型ﾕ2豈些２２皿茎二璽廻L型璽璽上至上二L』二と士ら悪疫を昼う。＿
自然の奥しさやすばらしさを愛しそれを大切にCRHQしようとする心１，を育て然への１２NＩ

ろ

不正や皿はこれを い庫璽と鮭

鑑
昼う゜

肢の一日としての

I愛
35弓で珂司函腎ﾛヮｦEｦ歴iＺ

楠一㈲ の－．回としてのEjlnを~もち､~Bi〕』 かる･
1１

E1分の人生を大切に生きてきたｸﾓ人への感謝と呵敬の念を深める。

bまりを守る生活

nLlIの一日としての

ﾖﾒﾋﾞ
ｶﾞと所に応じた営日力

自転Ｈ１

オリエンテーリングの

失敗

万年頭とぞうきん

４－２

－－

４－１

きまりを守ることのＨＬさを知り、たえず日ら戒めて１句｢んでそれを守ろう

率
而
元 艤耀隷農すすんで自らの…製たそうとす……

￣￣

ﾄﾞUNIの坦醸を理解し、時と所に応じた適切な菖砥づかい
に努める。

郡一崎 、行ＱＩのとれるよう

きる宮ぴ

濁一州 桃源にて

'0腱篭；ことの魔しきと髄しさを通して､祗轌人を愛していこうと…
おどり

；:鱒讐鶉；
こ目を向け､~それ悪正厄てnＦの していこうと１

冨盲Z55HnU否pHある行日１

１上4G代個性の伸長

価をＷてる

《■ぴ

１－２ め

芸が身を助ける不浄せ q自分と田なるもののI近i・考え方を■宝に受け入れ、こｵ'を反古に生かし２－５

雨鶉鑛1鍔篝欝P鵜慮i蒜こそ颪扇責i葡雨毒

庫
病
原
」

席甘え

圧さ日ひｌＬて弓几助労の■■の田解をHDDろ

ろ汕さ干刷さぞ｢ＩｎＬてその⑭GIナ希甲をも句て
とる函匝を何ろ

mIII2H【てlWIUmFmづてL,ろを日切W厄，己のＨ１暑亜D己Ｘ
畷とてしば】に理解しあっ化、を受っ。

1m、え

わ力墜いたちの妃

Ｅ７ｐ〒557E〒目症

上きる耳び

(圃而蕊屈５５国司 ５画」（

＊★印は各月の画点同P4（授典実施旧古提出即日）

夢２空Ｉ!；鶏Rim鎖の霞し樹…
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や頂「 正明qP*I児Fを酢

両さや臼Uさを鬼屈して．人IHIとして牡

正かよいFＷ

ＡＬｎ回日ｍな万向に一致点を貝

凹切を泰画に麹し他０

四目
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主題名
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塁団生活の向上

空い日R志

項目

４－１

1－２

百科名

★タイム１分１秒９

ざりがに

２

１

５

PE命のn画

9,女の交pH

理解と(:ﾘロ

３－２

２－４

２－３

★流されたテント

初恋

冷H２

６

Ｃ

３

６

思いやりの伯

没捌の目面

２－２

４－１

AFPさしさいっぽい

明力､りのＦの燭台

、

｡

’
７

篝;≦izてそB了
自覚

用手の立ｕＩで

ワゴーワーー￣勺～

充実した豆旺生孟

２－５

４－６

1面~=~百

３－３

４－５

バナナの唾

陣卜鍾持大会

居茄Z万更－－－－１

二m[と皿らrKいりR人

おばあちゃんの卿QD

８

９

ｒｉ５ｆ＠

１１

１０

９

思いやりの心

今を生きる

111団
回位

の一目としての

人｣召1を笠する心

２－２

３－２

４－１

３－３

★小さな食堂で

わたしの欧

エゴイスト

おお力喫仏

１６

｡

1３

１５

Ⅱ

理と思謝

きまりの逗iＨ

､の友燗

丙■Ｔ‐汽兵

ての自竝
マクーＥ臼ニレ

２－２

４－２

２－３

４－６

★1２

ワカサギ

醗垣､P

蚕jmはしたけれど

｡

1７

１８

１９

'１

ﾘﾘ女の理解

ｊＥ実した生き方

よりよい社会の;9ｺ０

良５１の念

２－４

１－５

４－３

３－１

★幸一のためらい

サッカー凪

国iｎ

首はし｣唾Ｅ

２４

２１

２２

２３

lＺ

ﾉﾘﾖの気Ｈさ

ﾛｹ労の尊さ

自主的なfq断

３－３

４－４

１－３

★良心とのたたかい

ｒ面濡一

回り週

Ｃ

'百面２５

２７

(kみよい社会の実ﾛ】

0,住や立明のER解

４－３

２－５

★lli定1Ｗ

裏切り

２８

２９

gHRへの1,月！ ３－１ umWhlいている ３０

２

凶全な皿性里

且力､い心

正､Eの理nＦ

２－４

２－２

４－５

★苗圃iＩ

夜の奥GI屋

母の手

３１

＠

３２

３

公宙に抗して ４－３

理Z1の舞現 １－４
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55頭ni-

9席甸に母を見つめ皿いやりと優しさで砠かい東庭を裏こうとする鰯画を昼う

団と固のかかわ0)についてFWWL、1RHIの一風としての日立を持って迎人

鑑鱒亨総識畠鶴譲;jijmEr面嘘霊託一肌
一
ｍ

７

H牛彌害を亜り伯えて、面実に'昭週の副幻到に努力しようとする!Eﾛﾘｪを臣う１－４

鑛篝警護菫i菫壹｜三雲壷裟
２－２

￣
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０

３－１

－
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互いに相手の特性や《&鱗らをP嚇し、励まし合って咽ましい協力関係を碗ｌ
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入間､元Z5囲壷ri蔵ざを丁ぞ』て霊5塵に反爾[了宅而樋可官房雇両Eざ
ようとする心旧を深める。

図まい､例女交9日

司写笘后Ⅱ￣
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１
－
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１－５

亘rTT亘雨義彦頭'し迺害厄百万そ風の皮桐を打てていこうとする。雨の日の脳け物

床中浸水

あふれる愛篝造圭|鑿
醜一塊

171きまりを守り正当な主蜜をすることでIkI15と規律のある社会の爽現をEII、

師匠に生きる客の尊さを知り、雄に対しても感謝と皿いやりを持って腰
いこうとする`Ｗ１ぞ民う゜

２－２

言匡襄二三二１劃f鶚襄i需要:ｉ
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その翼Ｈ１に努力しようとする鰯Iを笹う゜の追求
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天井力咽るい
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掌
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特別活動研究部



Ｖ特別活動研究部
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（１）研究のねら！、

TI~

ＪＯ

特別活動は、－人ひとりがかけがえのない人間として尊重され、互いを認め合

うあたたかい人間関係を築くための実践力の育成の場である。

いろいろな集団活動を通して、互いに励まし合い、協力しあいながら、問題を

解決していく力を育て、いきいきと活動できる集団をつくる。

(２）研究の実践

研究部の「ねらい」に迫るためには、人間的なあたたかい心や集団の一員とし

てよりよい生活を築こうと努力する姿勢を養うことが大切である。このことをふ

まえて、本研究部では「縦割り集団活動」、「短学活の充実」、「福祉活動への

取り組み」の３点に重点を置き実践を試みた。

画。。縦割り集団活動四四コ

現状の生徒たちの生活を考えると、核家族化が進み兄弟姉妹が少ない家庭が増

えたり、塾や稽古ごとに制約されたりして大勢の仲間と一緒に遊ぶ機会に恵まれ

ていない。その結果、子どもたちが異年齢集団の遊びの中から体験的に学んでき

た「思いやり」や「協力する心」などが培われにくくなってきている。そこで、

各学年を８色に分けて縦曾りり集団をつくり、体育祭をはじめとした学校行事に取

り入れ、学年を越えた交流をはかって「思いやり」や「協力する心」の育成をは

かるために、以下のようなことを取り組んだ。

①色別抽選会

色別抽選会とは、各学年を８色に分け縦割り集団を構成する集会である。４月

下旬、全校生徒が体育館に集合し生徒会本部の進行のもと色別抽選会を行った。

－７０－



抽選方法は各学年工夫が凝

らされており、各クラスの

色が決まるごとに拍手がわ

き、おおいに盛り上がった。

また、８年各クラスの代表

者が壇上に上がり簡単なあ

いさつをして互いの健闘を

誓い合った。

また、５月下旬には色別

の結団式を行った。これは、

各色の１～８年生が顔合わ

せをし、団結をはかるもの

である。ここでは、８年生

が色独自のプログラムを考

え、団長や先生の紹介をは

じめ、意気込みや目標を発

表した。３年生には最高学

年としての意識をうかがう

ことができ、リーダーシッ

プを発揮していこうとする

姿勢が多くみられた。

４HzM1(ｴ)のJ綱'二ejHJ廻全Of何J,紅．３２年次のOｩ【息以之L3L公.今４０１

鱗l:↓・ＴＩ色色方Ｂ２［史2h．ｊＬＴエハユLaL*味竃ＬＬで．ヒユvtでLO今6.7各

色､ｲ瀝苗'富ｊＤｊＣｕ金呵(1)Ｌ\嘘瓠炮牲c､？】巳卑さＪｗぃTIiL0､､ハマ･イカ

ごOLQP駒１４田.風上JLf干紬狐lはしのち003つ丘助力,r･しぎの色可･漣対し

てし'<ニヒI盲ｈｂのｒ~，とれ巳ＬＪｄＶ２２中'Ｕに団彪1丁昼〕上小シ,可'3.ふい'８
１：ＬＴＴゴLＬ‘

～

②あいさつ運動

あいさつ運動は毎月第１週に正門・東門の２カ所で行われる。本校の教育目標

の指導の重点にも掲げてあるように、「あいさつあふれる学校にしよう」という

ことで、１９９１年度（平成８年度）より生徒会本部・生活委員会を中心に実践

してきた。１９９２年度（平成４年度）より、縦割り集団活動の一環として行い

はじめ、あいさつ運動期間、本部役員・生活委員・職員が共に割当てられた色の

日に正門と東門に立ち、登校してくる友連や先生方に『おはようございます。』

と呼びかける。また、同期間に安全委員会による交通安全指導も並行して行われ、

安全に明るく登校しようとする雰囲気でつつまれる。次に掲げたのが、本年度の

７月分のあいさつ運動・交通安全指導の分担表である。
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７月のあい麦讓蟄指導について
あいさつ運動を始めたこ

ろは、門に立つ生活委員も、

登校してくる生徒達も、互

いに恥ずかしそうに小さな

声であいさつを交わし合っ

ていたのが、今ではその声

も大きくなり活気があふれ

てきた。また、その期間に

限らず、部活動時や校舎内

でのあいさつも少しずつで

きるようになり、成果が実

りつつある。また、募金活

動（フォスターペアレント、

赤い羽根、緑の羽根、雲仙

普賢岳見舞金等）もあわせ

て行っている。

生徒会本部
生活妄風食
玄全姿風食

BｌｌＬ

の信呈

繍蝋Ⅱ鼬蝋鍵鱗柵淑搬
『｡に雪之疸芦『で＝～戎らし、さ－つし主う』

『ろZ軍巫ノレーノレ壱=Ｅ子って－壬丑絃Ｅし』こう』

－－……藝曇癩蕊塞櫻
蕊鋼鰄騨 繊蟻

あいさつ運動の
ようす

－７２

鵬７月5Ｒ(F1)－７月OFI（４）鯛８:'0~8:P５

1塞慧(晨套堂伽’ 漂鬘出て東側

bヮ;丁訂９．４▽Ｉ

曰 ﾛ■ロ ｴＥＦヨ（図） N江Ｆヨ（開）

５ 月 白組 桃組

６ 火 紫組 ｵﾚﾝｼﾞ組

７ 水 黄組 赤組

８ 木 縁組 青組

９ 金 桃組 白組

１０ 土 弓と控己臼鋤リイホ曰



③ふれあいの日

１９９１年度から週１回行っていたクラブ活動に代わり、集中クラブとして、

「生産的活動」「奉仕的活動」「文化的活動」を年に１回ずつ行ってきた。「生

産的活動」は調理や凧作り、すのこ作り、校内環境美化に必要なものを制作した。

「奉仕的活動」は学区内のごみ・缶拾いや校内の清掃を、｢文化的活動」は観劇

や落語・バンド演奏の鑑賞等を行った。

この集中クラブは学年間の交流を深める目的で、縦割り集団を基盤に進められ

てきた。１９９３年度は、呼び方も「ふれあいの日」とし、年２回「生産的活動」

と「奉仕的活動」の２つを取り上げた。３年生がリーダーシップをとり、１．２

年生に指導する光景がよく見られた。

生産的活動

パネルづくり

奉仕的活動

学区のごみ・

缶ひろい

櫻堺I職鱗－７３－



第１回ふれあい活動について１９９３年度ふれあい活動について

（平成５年度） 持活研究部

｣｡Ｌグーノレーフ〆……奉仕的活動……学区内ゴミ拾い

【分担】

赤→桜台地区奇→校内緑→竹閲地区紫→大田地区

各クラスを１０班に分け、１．２．３年の１班、２班、３班・・・で一緒に

活動する。

【エ】夢蓬力伍曰

鋪１回活動・・・…７月２日

第２回活動・・・…10月１５日

（金）期末テスト後の午後

（金）中間テスト後の午後

［＝】罫己E齪互ズラ｢淫量

Ａグループ・・・…奉仕的活動

Ｂグループ・・・…生瀧的活助

[雨天の燭合〕

赤－１檀麗下ワックスがけ

紫→２畷壁みがき

→生産的活動

_泰仕的活動
青－２棟麗下ワプクスがけ緑－１裸壁みがき

【Ｓ】ヨニヵ[回ｉＦ勺薄雪

奉仕的活動・・・…学区内（校内も含む）滴描活動

小集団によるゴミ、缶拾い

へ】 生趣的活動・・・…学侠内環境美化に必要なものの製作

舍些

｜［１４】丙斤｣露クラズコ国二Ｚ。ごI､鍵ムニ塾

己タアノレーープ……生産的活動……う゛ﾗﾝﾀｰｶﾊﾞｰ･パキルフラワーｽﾀﾝﾄﾞ製作

【分担】

質_フラワースタンドクラス１０個、＆ｆ４０個作成

白一プランターカバークラス６個、Ｈｆ１８個作成

（1つ作るのに必要な材料）

榎（鍵８０，鯛９，厚３）６本（側面）

（蕊25,幅９，厘３）６本（側面）

（蕊６５，鍋８，厘１．２）３本（底面）

クル木（災１８，幅４．５，厘３．６）４本

（鍵２５，幅４．５，厚３．６）４本

､

L■鱗鱗iｌ
竹内

闇独

井上

組
一
組
一
組

４
－
５
－
５

》
・

年
一
年
一
年

３
－
２
》
ｌ

■
？
巳

前田

長塚

北烏
桃・オレーパネルクラス６個、各色１８燗、計３６個作成

（１つ作るのに必要な材料）

ベニヤ厩２枚

タルホ４Ｘ３２００箪２本

８２掌４本

４０箪２本

[活動場所］各教室

組
》
躯
一
組

６
》
１
』
４

年
一
年
》
年

３
』
２
－
１

藤原

睦麗則

山下浩

３雌３組

２年２組

１１厘７組

田
一
九
一
弁

》
一

山
》
中
一
塊



④体育祭

ｉＬｇ瓦睡r窪度ijC蔭成Ｈ年度〕鑿体育祭

平成３年度は、行事の活性化をはかる

とともに、学年を越えた交流をする事に

よって「思いやり」や「協力の精神」を

養い、集団の意義や仲間作りの大切さを

認識させようと体育関係の行事に限って

４色の縦割りを導入した。
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拠困示凶趣巴
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＜１９９１年度（平成３年度）プログラム＞

（－縦割り集団で参加する種目）
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1体育祭の反省（特に縦割りり集団に関して）

|・応援委員が皆､真剣に取り組み全体が盛り上がった。
ｉ・８年生がリーダーとして活躍できる場面が多く得られた。

|・他学年との交流ができてよかった。
!．l色の人数が多いので色の数を増やした方がよい。
！．もっと色々な場面で縦割りの良さを取り入れたい。

ｉ・集団が大きすぎるため、まとまりにくく、どうしても教師の指導が多いｉ

１・教師集団も色ごとにもっと話し合い、分担しあっても良いと思う。
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９２年度（平成４年度）体育祭は「平成４年度縦割り集団について」の目的

を受けるとともに、反省をもとに次のような点について検討を行い、実施要項を

作成した。
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１１色の数の増加（４色～８色へ）！

ｉ２縦削りを生かした種目の検討ｉ
`､-..-..-.-..-..--.-..-..-..-..-..-.-.-..….－.Ｉ

－１９９２年度（平成４年度）体育祭実施要項より

１．日的

（１）「学校教育目標」・「生徒委員会目標」を体育的行事を通して、総合的

に具現化させる。

（２）生徒会組織の各委員会の活発化と、委員会～学級組織への効果的な運用

を図る。

（３）学校研究の「人椀尊重」・「思いやりの心」を学校行事を通して育てる

（４）学年・学級連撹「縦曾りり組織」の強化・団結・意識向上をめざす。

２．今年度の基本方針

（１）生徒に自主・自立ある行動の機会を多く与え、学校全体で活発な行事の

取り組みを図ろ。

（２）生徒会（委員会）・学年・学級がまとまりを持ち、意欲・情熱・協力あ

る活動を目指す。

（３）競技種目・応援組織の充実を図り、８色の縦割り集団の工夫・団結に努

める。

（４）学校研究の『入梅尊重』を主眼とした、仲間・友述に対する意識の向上

を図る゜

３．重点目標

［１］学習活動の発表→体育の授業を主とし、他教科での学習活動を学校生活

の中で総合的に展開ができ、到達目標・反省・課題・

向上へとつなげていく。

［２］自主活動の推進→生徒会活動や色別組織の取り組みを活発にし、生徒が

自ら企画・運営に参加し、自主的な行動がとれるよう

に進める。

［３］安全と健康管理→環境・施設面・競技種目の安全性を万全な体制にし、

健康に対する重要性を理解させ、騎神・体力面の増進

に努める。

［４］相互理解と親睦→生徒・教師・保護者・地域住民の相互の対人関係（ふ

れあい）を深めると共に、学校教育への関心・理解を

－７６－



高める機会とする。

［５］人権尊重と育成→学校生活全般を通して、思いやり・尊重しあい.認め

あう人間関係を育てる。

４指導上の留意点

①準備日程・練習日程の過程で、無理のないゆとりある計画と実行である

ように努める。

②色別（８色）を考慮し、実施種目について慎重に企画（プログラム）な

ど検討する。

③生徒会本部を主とした実行委員会を中心に、委員会組織・色別組織を活

発化させ連携の充実を図る゜

④集団・個人指導を充実させ、あたたかい心で生徒の育成に努めていく。

鉦g感:蝉度x平成江と眉度))r{i体育祭

（－縦割り集団で参加する種目）
￣●■￣■●￣■●￣■●￣●●￣ＤＣ￣●●￣●Ｃ￣●●￣■●￣Ｂ●￣●の￣■●-℃●￣●●￣●●￣｡●￣●●￣■●￣●●￣●●￣●■￣■●￣●●￣●●￣■●￣●●￣●●￣■●￣●｡￣●●－｡●－｡●－●ロー●●－

ｉ体育祭の反省（特に縦習りり集団に関して）
１.縦割り集団活動のねらいがほぼ達成できている。（多数）

ｉ・８年生のリーダー性が育つ。（多数）

１．８色になり色どうしの親密さが増し、８年生を中心として自分たちの色１

１を盛り上げようと一生懸命になれた。
１．ダンスや組み立て体操などで、他学年の生徒と接することができてよか１

１つた゜
１．学年を越えてスクラムを組み、声を出し合うのは素晴らしいことだ。ｉ
１．上級生が頑張ったり、教えたりするのを見ると、下級生に良い影響を！

ｉ与えられる。よい意味でつながりができてくる。

1．日常生活へつながるものとしてまだ研究が不足。
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《生徒の声》

倉Ｕｆ乍夕･ンヱ

白組女子

ダンスをつくるのは思っていたよりもとても難しく苦労しました。普

段ふざけて踊ったりするときは、スイスイおどれてしまうのにいざ創作

にはいるとなかなか考えがでてきませんでした。そのうえ、私たちのク

ラスは他のクラスよりもできあがりが遅れていたので、家に帰ってから

も音楽を聴きながら体を動かし振り付けを考えました。そしてみんなで

協力してがんばったので、白組のダンスが完成しました。その時はとて

もうれしかったです。早くみんなで合わせて踊りたいと、心がはずみま

した。１，２年生に教えるのは苦労するかと思いましたら、とても覚え

が早く助かりました。また、うれしかったことは自分達のつくったダン

スを他のクラスの人達にほめられたことで、とてもうれしくてそんなふ

うに言ってくれただけでも大満足でした。みんなで創作したダンスが女

子全員-つになって踊れて、とてもうれしくいい思い出になりました。

ｽﾞ逼工Ｚ仁に』費色

オレンジ組男子

僕たち組立委員が体育祭当日まで苦労したことは色別創作です。アイ

デアが浮かばず放課後退くまで考えていた日も少なくありませんでした。

アイデアが決まってからも思うように作業がはかどらずオレンジ組のみ

んなにも迷惑をかけました。だからこそ、体育祭当日に色別創作が完成

したときの喜びは計り知れないものがありました。できたとき、みんな

は心の中で叫んだでしょう「ん－－－－－－－－_できたぞ！」オレン

ジ組になったそれぞれのクラスが、体育祭での経験を生かしてこれから

のクラス活動を盛り上げていってほしいと思います。

－７８－



。。Ｕ短学活の充実四四コ

学級づくりにおいて、望ましい人間関係を育み、教育効果を充分にあげていく

ためには、毎日行われている短学活（朝の会、帰りの会）の充実は大きな位置を

しめるものである．そこで、本研究部では、学級の諸活動の活発化や教育効果を

高めるためには朝の会・帰りの会のプログラムをどのようにしたらよいかを検討

した。その結果、最低限行われなければならないことを基本スタイルとして、学

級の実態や目標・課題を充分意識し、意図的・弾力的に運営できるように「学級

独自のプログラム」を組み入れることとした。

朝の会し.i儲りの会のプログラム

《朝の会》

（１）あいさつ

（２）出欠確認

（３）健康観察

（４）連絡事項

・委員会、係から

（５）先生の話

（６）あいさつ

《帰りの会》

（１）あいさつ

（２）一日の反省

・生活、消掃など

（３）連絡事項

・委員会、係から

（４）掌級独自の〈式蔓グラ:奥

（５）先生の話

・毎週水曜日は

人権に閲する話

（６）あいさつ

学級独自のプログラムの紹介

(ア）１年１組

学級で話し合いを持ち、帰りの短学活で「スピーチ・歌など」というプログラ

ムを実施している。ねらいは、友逮への関心と同時に自分が認められているとい

う存在感を持たせることにより、互いに信頼し合う人間関係の確立と互いに個人

の良さを認め合い明るく生き生きとした学級集団づくりにある。

方法については、前日にサイコロを振りテーマを決め、教卓で発表する。テー

マは、友達の話・家族の話・部活の話・オールマイティ（何でも良い）・ギャグ

・歌（曲を決め全員で歌う）である留意点として、話す内容を事前に準備し大き

な声で堂々と行い、聞く態度もしっかりする。

－－
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１学期間やってきたが、最初は恥ずかしがり小さな声であったが、段々と声も
大きくなり聞く態度も良くなってきている。サイコロを振るときなどは、何が出

るかみんなが身を乗り出して見ている。特にギャグが出るのを楽しみにしている

ようであり、帰りの楽しいひとときである

(イ）２年６組

忘れ物が多い、学習中のおしゃべり

が目立つ、と毎日の生活の中で反省す

べき点がある。ともすると特定の生徒

に批判が集中してしまい、クラス全体

で見直そうという意識が薄れていくこ

とになる。そこで、短学活時の３～５

分程度の時間を、班の一日をふり返る

ことにあて「わが班のチェックリスト」

を続けてみた。個人を批判したりする

ことは一切せず、６～７名の班として

どんな一日であったかを５～１の数字

で評価していく。２，１の評価がでた

場合は、班として「誰が悪いのか」を

考えるのではなく、班員は「どんな働

きかけをすればよいか」を考え合わせ

るようにしていく。こうした繰り返し

で改善されていける点はわずかではあ

るかと思うが、仲間として支え合う意

識を育てる点にすてがたいものがある。

しを加え、続けていきたい。

E参

一●

今後はマンネリ化しないよう若干の手直

(ウ）３年８組

３年８組では、新聞・詩・文章などを読み、ノートに考えたこと．感じたこと
をひとこと書いて提出することを毎日行っている。目的は、精神的に著しい成長
をする時期であり、その過程を残しておきたいということ、その成長の中に人椛
に対する意識や差別と戦う気持ちを育てたいということ、毎日の学校生活の中で
生徒との心の交流が少しでもできることの３点である。

毎日配布する資料は、人権問題を中心に、進路、生き方を考えさせるようなも
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のを選んでいる。人梅に関するものとしては、「互いの違いを認める大切さ」

「袋詰めＣＭの打ち切り、身障者に配慰不足と苦情を受け」「厚い壁にやっと風

穴があいた（高体迎が朝鮮高級学校の大会出場を認める）」などを取り上げた。

また、伊中タイムで使われた「水曜日の話」を資料にしたり、特活の時間を利用

して長いものを読んで聞かせたりしている。ノートは帰りの会後に提出する。内

容は、資料に関する感想以外に、今日一日のことや、悩み相談というものまでい

ろいろである。それぞれのノートにコメントをいれ、次の日の朝に返却する。こ

のノートを実施して、生徒一人ひとりとのコミュニケーションがとれることが利

点としてあげられる。また、伊中タイムや特活での人梅授業で学んだことを生か

して、さらに人権意識を高めることができたように思う。今後もこの２点をより

発展させていくと同時に、より広い視野に立って、学校の生活はもとより、世界

に目を広げていくような資

料を扱っていきたいと考え

ている。

ふれあいノートより

！
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四四四福祉活動への取り組みコココ

①フォスター・ペアレント運動

②人権作文

③福祉作文

④９２年度人権標語

⑤世界身体障害者芸術協会

⑥愛の光運動

⑦普賢岳募金

⑧8/5.6「椎にもやさしい街づくり」参加

⑨障害福祉センター「ふれあい祭」参加
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ｎ
本
も
川
際
化
が
巡
み
多
く
の

外
凶
人
が
い
ろ
い
ろ
な
Ⅲ
的
で
入

国
し
て
き
て
い
ま
す
。
僕
の
住
ん

で
い
る
伊
勢
〃
で
も
、
外
図
人
に

出
会
う
機
会
か
、
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
”
妓
近
、
僕
は
二
人
づ
れ

の
来
耐
ア
ジ
ア
系
の
人
た
ち
と
よ

く
す
れ
も
が
い
ま
す
⑪

一
人
は
行
が
商
く
や
せ
て
い
て

顔
が
小
さ
く
、
側
が
は
っ
き
り
し

た
二
爪
ま
ぶ
た
で
、
ヒ
ゲ
を
は
や

し
て
い
ま
す
。
も
う
一
人
は
狩
が

慨
く
丸
猷
で
、
バ
ッ
テ
リ
と
し
た

川
を
し
て
い
ま
す
勾
侠
が
学
校
か

ら
柵
っ
て
く
る
途
中
、
だ
い
た
い

Ｍ
じ
場
所
あ
た
り
で
座
対
方
向
か

ら
な
ら
ん
で
伽
や
ら
話
し
な
が
ら

歩
い
て
き
ま
す
。

処
な
れ
な
い
せ
い
も
あ
っ
て
、

僕
は
そ
の
人
た
ち
と
す
れ
ち
が
う

の
が
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
。
何

か
さ
れ
た
ら
？
と
か
、
逃
げ
よ
う

と
か
、
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
何
て

返
蛎
を
し
よ
う
⑪
な
ど
と
思
い
な

が
ら
．
な
る
べ
く
Ⅱ
を
そ
ら
し
て

少
し
で
も
迷
く
そ
の
場
を
は
な
れ

よ
う
と
し
て
暮
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
耳
と
背
中
に
つ
い

た
側
は
、
彼
ら
の
会
祇
と
後
ろ
姿

を
い
つ
ま
で
も
側
心
を
も
っ
て
追

い
か
け
て
い
た
よ
う
に
忠
い
ま
す
。

今
、
新
川
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も

撤
し
ら
れ
て
い
る
よ
う
倶
来
耐

ア
ジ
ア
や
耐
米
な
ど
か
ら
Ⅱ
本
で

の
商
収
入
を
求
め
て
観
光
ピ
ザ

で
入
国
し
て
く
る
外
川
人
労
働
折

か
．
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

彼
ら
も
多
分
そ
う
い
う
人
た
ち

だ
ろ
う
と
似
い
ま
す
蝿
そ
し
て
彼

ら
の
服
装
か
ら
．
い
わ
ゆ
る
多
く

の
人
の
嫌
が
る
危
険
な
仕
辨
や
爪

勿
鋤
を
し
て
い
る
こ
と
が
す
ぐ
に

分
か
り
ま
し
た
，

先
Ⅱ
、
牡
に
抓
ま
れ
て
僕
は
画

い
物
に
灯
き
よ
し
に
”
肉
を
え
ら

ん
で
い
る
と
例
の
二
人
つ
れ
に
Ⅲ

会
い
ま
し
た
。
行
の
商
い
方
の
人

が
向
展
の
人
に
か
に
一
一
と
の
川
本

中
‐
掌
“
生
人
生
確
作
叩
文
コ
ン
テ
ス
ト

袖
叩
土
蕪
川
退
く
．
大
会
《
盆
徽
【
作
叩
品

国
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
協
力

伊
勢
原
中
学
校
三
年
藤
原
康
範

船
で
何
や
ら
一
一
八
ｕ
っ
て
い
る
の
で
す
叩

侠
は
好
奇
心
か
ｂ
そ
れ
を
附
い
て

い
ま
し
た
⑭

「
ト
リ
、
ア
リ
マ
ス
カ
？
」

「
ト
リ
肉
は
光
り
き
れ
。
ブ
タ

向
に
し
た
ら
よ
」

「
ポ
ク
タ
チ
、
ブ
タ
、
タ
ベ
マ

セ
ン
」

「
牛
は
よ
・
た
ま
に
は
い
い
も

の
食
い
な
よ
」

「
ウ
・
ヱ
タ
カ
イ
、
ダ
メ
ネ
」

と
、
・
覇
い
彼
ら
は
行
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
”

脈
の
人
か
、
州
ろ
彼
ら
の
汁
小

に
．
「
ブ
タ
食
っ
た
っ
て
杣
僻
だ

っ
て
お
こ
り
や
し
な
い
よ
」
と

・
呵
っ
て
い
上
し
た
⑪
峡
は
そ
の
灸

細
を
仰
ぎ
、
彼
ら
か
ホ
紋
の
雌
で

ブ
タ
肉
を
食
べ
な
い
。
〈
キ
ス
タ
ン

人
で
あ
る
一
一
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

夕
食
ま
で
彼
は
彼
ら
の
一
一
と
は
、

忘
れ
て
い
ま
し
た
⑪
Ⅸ
っ
て
き
た

ば
か
り
の
肉
か
食
中
に
川
さ
れ
た

僻
、
は
じ
め
て
ト
リ
肉
を
Ⅸ
わ
ず

に
州
っ
た
肢
ら
の
一
一
と
を
叫
い
出

し
ま
し
た
。

夕
食
は
す
ま
せ
た
だ
ろ
う
か
？

ど
こ
か
で
ト
リ
向
は
弧
え
た
だ
ろ

う
か
。
き
っ
と
爪
労
鋤
に
耐
え
、

収
入
を
節
約
し
て
幕
ら
し
、
拠
り

の
お
金
は
ｎ
分
の
脚
へ
送
金
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
叩
侠
は
そ
の
僻
、

も
う
一
脈
の
肉
雄
さ
ん
を
教
え
て
、

一
締
に
打
っ
て
や
れ
ば
瓜
か
か
に

な
・
と
旭
い
よ
し
存

戦
後
、
Ⅱ
ざ
ま
し
く
充
峻
を
と

げ
た
Ⅱ
本
”
欧
米
に
も
ひ
け
を
と

ら
な
い
光
巡
川
Ⅲ
小
“
供
た
ち
は

侍
の
内
分
た
ち
の
姿
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

１９９２年度

-）１１４１けこなよ化O必ず力+斗にＡＩＡと今ろロリしはオＬ`忠ⅡＨ
に１縦てうぐうをヅ〕”をし学Ｉ｜えｌｊｉｊ．な’人Ｉﾘ１な、まれか
AuL父いいてな】邪．、そす力・ｉｎｉ本土じ彼ニパれｉｆｉいおせきさ
いＭＬけう１k心爪そしるしでも－J‐こらとやるI1JIiでごんせが
まのはこいのしのて必－１〕HIIliImともをアた化しり゛て人
Ｌ総．とけｌｉ５、「lilイ也7災ｌｌ１ｉ力しそを､学〆め･よた供しに
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い人力；いてらげ人Ａｕ､でま｜丈のよのしいＩよのあのかし
くさ心よいオＬたイィi1いのすイィiｌたう［’たらヨをり’１０もざ
よなかすかる文をまＩルル．．’（ｌｉめに水．,いＩｊＩＸＩ土にしを

ｆ、
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艇
近
私
垈
空
も
川
も
川
も
抑
稀
を
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
蝿
の
に
ふ
さ
わ
し
い
鞠
焼
を
求
め
る

§
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
、
塊
」
を
城
し
て
い
る
の
で
す
．
椛
側
」
、
す
な
わ
ち
「
環
境
樅
」
が

心
配
で
な
り
ま
せ
ん
“
工
場
か
ら
私
使
今
や
、
Ⅲ
鮒
の
家
腿
小
一
が
さ
れ
て
い
ま
す
⑪
そ
れ
に
は
、

出
さ
れ
る
煙
や
叩
の
排
気
ガ
ス
は
、
滴
学
校
生
祈
、
そ
し
で
そ
の
「
乢
在
お
よ
び
将
来
の
批
代
の
た

蕊
を
亜
っ
瓢
に
し
て
い
ま
す
。
木
ほ
か
診
て
の
蜴
所
で
の
雅
本
的
人
め
卿
嘘
を
保
拠
し
．
改
辨
す
る
蛾

が
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
切
り
怖
の
騨
丞
は
、
自
然
を
守
る
、
す
鯛
左
立
柾
を
、
う
」
と
武
訂
さ
れ

、
例
き
れ
、
家
が
処
ち
化
び
、
ゴ
ル
な
わ
ち
琿
塊
を
守
る
「
環
境
樅
」
て
い
よ
す
。
私
た
く
や
は
こ
の
よ

う
鋤
が
で
き
、
ど
ん
ど
ん
山
か
な
か
め
さ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
”
う
に
、
今
を
雑
き
て
い
る
私
た
ち

く
な
っ
て
い
ま
す
・
川
は
汚
水
や
工
場
の
煙
や
排
気
ガ
ス
で
い
つ
ぱ
口
身
と
、
こ
れ
か
ら
先
を
生
き
る

ゴ
ミ
の
皿
蹄
と
な
り
、
そ
の
先
の
い
の
校
隆
で
は
、
腿
い
つ
き
り
辿
人
た
ち
の
人
脈
を
守
る
た
め
に
．

、
海
も
ゴ
ミ
で
皿
め
立
て
ら
れ
、
砂
伽
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
し
よ
自
然
を
守
り
、
鞭
暮
れ
て
し
ま
つ

』
派
も
な
く
な
り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
う
し
、
そ
ん
な
袈
気
を
吸
い
な
か
仁
、
然
を
も
と
に
も
ど
す
と
い
う

ピ
ヱ
ジ
ユ
ー

ス
の
編
、
釣
り

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
神
奈
川
県
大
会
・

度

糸
な
ど
、
あ
ら

優
秀
賞
作
品
「
白
星
一
際
讃
と
人
権
尊
重
」
》

Ｒ
ゆ
る
物
の
ゴ
ミ

柿
と
な
っ
て
い

伊
勢
原
中
学
校
一
一
一
年
鈴
木
茶
猪
子
、

ま
ず
⑪こ
の
ま
ま
何

も
せ
ず
．
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
い
ら
勉
独
や
元
火
し
た
学
校
生
活
を
、
大
な
汝
征
を
、
っ
て
い
る
の
で

の
で
し
ょ
う
な
「
こ
の
ま
ま
い
送
れ
る
は
ず
か
あ
り
ま
せ
ん
。
緋
す
。
そ
れ
な
の
に
、
私
た
ち
は
今
、

っ
た
ら
…
…
」
、
そ
う
考
え
た
ら
の
な
い
蜴
所
で
の
眺
析
仏
瓜
い
も
ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
を
し
て
し
ま

柿
く
な
り
ま
し
た
。
す
べ
て
私
尤
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
壊
さ
れ
、
っ
て
い
る
の
で
す
。
狸
た
ち
は
、

し
が
Ⅱ
先
の
側
俄
だ
け
を
考
え
て
〃
れ
左
環
境
の
小
で
煙
雑
木
的
私
た
ち
の
人
怖
、
そ
し
て
へ
こ
れ

や
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
⑪
人
椛
の
蝉
亜
だ
な
ん
て
い
っ
て
ｂ
か
ら
先
を
生
き
る
人
の
人
椛
ま
で

ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
れ
ま
せ
ん
。

侭
鰹
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

ん
⑪
私
た
ち
は
、
こ
わ
れ
た
、
然
一
九
七
二
年
の
岡
辿
人
川
環
境
な
ん
の
気
な
し
に
癖
て
て
し
ま

の
小
で
は
生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
“
会
鍍
に
お
け
る
「
人
川
環
塊
宜
一
商
」
っ
た
窪
さ
紬
や
お
築
子
の
袋
が
Ⅲ

私
た
ち
は
ｎ
ら
「
人
川
と
し
て
北
に
他
「
人
川
と
し
て
雌
祇
を
す
る
で
、
川
で
、
伽
で
、
公
剛
や
広
賜

川
と
し
て
肱
油
す
る
の
に
ふ
さ

で
、
だ
れ
か
に
迷
惑
を
か
け
て
い

ま
す
。
も
し
も
、
そ
こ
で
ゴ
ミ
柿

に
総
て
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、

一
つ
だ
れ
か
の
人
椛
を
守
れ
た

の
で
す
。
そ
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
人
怖
を
蝉
、
し
、
守
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
私
は
皿
い
ま
す
鋼

長
い
年
川
が
か
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ｕ
で
も
、
私
た
ち
は
絶
対

に
向
然
を
僻
越
し
、
も
と
に
も
ど

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
⑭
秘
や
川
は
ゴ
ミ
柿
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
山
も
む
や
み
に
切
り

附
か
な
い
で
く
だ
さ
い
排
気
ガ

ス
を
減
ら
し
、
工
場
の
鰊
も
な
ん

と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
榧

た
ち
み
ん
な
が
お
互
い
に
蝉
航
し

あ
い
協
力
し
、
将
来
ま
で
も
決

め
て
し
ま
う
爪
大
な
斑
任
を
負
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
た
な
ら
「
人

Ⅱ
』
こ
て
ｋ
哺
卜
ふ
う
一
一
，
に
く
う

し
い
蝿
蝿
」
、
そ
し
て
「
お
〃
い
を

聯
施
し
あ
い
蝿
か
で
忠
い
や
り

の
あ
る
社
会
」
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
唖
苔
処

汚
れ
た
環
境
の
中
で
は
決
し
て

そ
れ
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
③

ｎ
鰈
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、

人
を
守
る
と
い
う
こ
と
と
同
じ
だ

と
ｕ
い
ま
す
。
、
鵜
保
繊
と
人
椛

鰍
倣
．
｜
凡
な
ん
の
脚
係
も
な
さ

そ
う
で
す
趣
本
当
は
と
て
も
大

切
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
す
・

今
、
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
人
椛

を
守
る
と
共
に
．
未
来
を
生
き
る

人
た
ち
の
人
椛
も
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
の鑿

､
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環境研究部



Ⅵ環境研究部

落ちついた潤いのある環境をつくるための実践ｉ

（１）研究のねらい

自分たちを取りまく環境を、自らの手でよりよくしていこうとする意欲を育て、

実践する力を養う。そうした落ち着いた潤いのある環境がつくられることによっ

て、穏やかな心が育ち、あたたかい人間関係づくりによい影響を与えられると考

えた。

（２）研究の実践

本校では、教室にゴミが落ちていても自主的にそれを拾おうとする生徒は少な

く、学年が上がるにつれて清掃活動が意欲的でなくなる。以前は豊かだった緑も、

校舎の改築の際に減ってしまった。

そこで、教師が環境に対する意識を高め、生徒と共に動くことによって、より

よい環境をつくろうと考えた。落ち着いた環境に生徒が心地よさを感じれば、生

徒の意識も高まり、自分たちを取りまく環境を、自らの手でよりよくしていこう

とする意欲が育ち、美化活動にも積極的に取り組むようになると考えたからであ

る。

そのために、学級で清掃活動について工夫したり、委)員会活動をより活発化さ

せる工夫をするなど、実践をした。

。■。清掃活動四四四

本校では授業終了後、毎日２０分間の清掃時間に全員で清掃活動を行っている

が、生徒が意欲を持ち、積極的に活動しているとは考えにくい状況があった。そ

こで生徒が環境美化への意識を高められるよう、清掃活動の中に様々な働きかけ

を行った。

－８６－



<各学級を通じての取り組み〉

･清掃の手１１頂の確認…教師のアンケートをもとに精掃分担の範囲をより明確

にし、再度手順を確認した。トイレには「さわやかトイレ」

というスローガンをつけた手順を掲示した。学級によって

異なった清掃の仕方を統一することで、学年がかわった年

度始めからスムーズに清掃に取り組めた。

･清掃分担の担当者名を掲示…清掃指導をする教師の立場から「特別教室では

特に担当の生徒が把握しにくい」との意見が出されたのを

きっかけに、各清掃分担場所に担当クラス、担当者名を掲

示することにした。また、担当学年が分かりやすいように、

台紙の色を学年カラーで異なった色にしている。掲示する

ことによって、教師が指導しやすくなり、また生徒の取り

組みにも責任感が見られるようになった。

<環境委員会の生徒を通じての活動〉

･環境チェックカード…毎月１回行われる委員会の会合の際に、各クラスの環

境委員が自分達の教室をチェックしたものを持ちより、そ

れを用いて各教室の問題を把握し、検討しあう。また、そ

の話し合いを通じて毎月の環境目標を決定している。

･環境目標の設定…委員会の会合で決定し、各学級に掲示している。

･清掃用具の管理と修理…毎週水曜日と土曜日の２回、環境委員の当番が清掃

用具の配布を行っている。その際に委員がほうきなど用具

の修理も始めた。現在では、活動のほとんどが委員の生徒

の自主的な活動に任せられており、清掃用具の破損も減っ

てきた。
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四四画緑化活動。。■

以前から環境委員会の活動のひとつとして、花壇の整備に取り組んでいたが、

９２年度から、さらに活動を活発にし、職員室の前や昇降口周辺にプランターや

鉢植えを備えた。委員会では、「１年生を花で迎えよう１卒業生を花で送ろう！」
をスローガンとして、長期間咲く一年草や多年草を植えて、水やり、施肥など当

番制で世話をしている。また委員会で咲かせた鉢花を各教室に貸し出した。その

ような中で、それぞれ委員の生徒が責任を持って花を育てられるようにもなって
きた。

委員以外の生徒たちも、空き教室を多年草の保管に使用している時などは、気
を使って出入りするようになった。現在、多くの学級に独自の鉢花も見られ、大
切に育てられている。

９２年度

４月マリーゴールドのプランターを昇降口前に設置する

５月桔梗を花壇に植える

６月ベゴニアのプランターを昇降口前に設置する

コスモスの苗を花壇に植える

７月菊の苗を花壇に植える

９月プリムラの株分けを行う

１０月チューリップの球根を花壇に植える

１２月パンジーのプランターを昇降口周辺に設置する

９３年度

４月プリムラを教室に配布する

ベゴニアのプランターを昇降口前に設置する

観葉植物をトイレ前、げた箱の上に設置する

７月マリーゴールドのプランターを昇降口前に設置する

９月菊の鉢植えを各教室に配布する

プリムラの株分けを行う
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⑩四四ふれあいの日（学区美化活動）四四四
-P

９１年度から学年間の交流を深める目的で、縦割り集団を基盤に進められてき

た集中クラブのうち「生産的活動」と「奉仕的活動」の２つを充実させ「ふれあ

いの日」とした。

「生産的活動」では、特に今年度は校内の美化に役立つプランターカバー、パ

ネルフラワースタンドを製作した。三

「奉仕的活動」では、校舎内外の清掃活動を行っている。

晴天時には学区内のゴミ拾いが活動の中心となる。縦割りの色ごとにグルー

プを決め、一定の地域をゴミ袋を持って回り、ゴミ、カン、ピン等を拾い、清掃

を行ってきた。多くの生徒が、この活動の時は一生懸命作業し、さわやかな満足

感を得ている。また、地域の方にも関心を持たれ、「がんばっているね」とか

「ありがとう」「ご苦労さま」など声をかけられることも多く、生徒のはげみと

なっている。この活動を通して、普段から、どこにゴミや空き缶が多く捨てられ

ているか、意識し始めた様子が見られるようになってきた。

雨天時には、校内の壁磨き、廊下のワックスがけ等を行っている。普段の清掃

ではなかなか清掃の行き届かない場所を清掃するよう心がけている。

轍

篭
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■。。職員作業四四四

「落ち着いた潤いのある環境をつくるための実践」を目指して、環境研究部で

取り組み始めたのであるが、職員の意識も盛り上がらず、研究がなかなか進まな

かった。そこでまず職員の意識の高揚を図らなければ、生徒は変わっていかない

のではないかということを前提に、全職員で環境整備を実施してみることにした。

まず、９２年度の６月に、廊下や階段にゴミ箱を設置し、職員から落ちている

ゴミを積極的に拾うようにした。

また、７月には普段手が届かないところを整備することにした。生徒にとって

も心地よく感じられるところとして、生徒用昇降口の清掃と昇降口前に泥落とし

の設置をした。そして十数年前の卒業記念製作の「面」の整備をし、生徒が登校

したときに気持ち良く感じ、環境に対して意識をもつようにした。

さらに、職員室前に掲示板を新設し、生徒に実践活動の様子を写真などで紹介

したり、人権教育に関する資料を掲示できるようにした。

１２月には、学校をみんなで進んできれいにしていこうとする気持ちを育てよ

うと職員と、清掃担当の生徒で、生徒用昇降口のペンキ塗りを行った。

このような活動を通して、学校が少しずつきれいになり、昇降口の使い方も良
くなってきた。
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調査研究部



Ⅷ~調査研究部『

生徒等の実態調査の実施分析
一一一一一一一一一一一一一一一一

（１）研究のねらい

･本校の生徒の継続的な意識調査、実態調査の実施と分析、及び問題点の提
起し、問題解決への手がかりとする。

･父母の意識調査を実施し、実態の把握をする。

(２）研究の実践

･人権アンケート（生徒用）

･父母の意識調査

(３）人権アンケートについての考察

項目１～１０は、行動として表れる「人権を侵す行為」、「人権を侵される行

為」である。どの学年、男女ともに数字の違いはあるが、行為をしたことがある

と答えた者の数が、されたと答える者の数を越えている。これは、他人の「人権

を侵す行為」を、補う者が集団の中にいるということであると考えられる。

学年が進むにつれて、若干ではあるが、「人権を侵す行為」が減っているよう
にみえる。

項目１１～１４は、「人権を侵す行為」をどのようにとらえているかというこ

とをみるものである。「人権を侵す行為」すなわち「いじめ」や、「バカにする

こと」は悪いことだとは理解している。しかし、悪口などは程度の軽いものだと

とらえ、「差別」のなかに軽重をつけ、「人権を侵す行為」としての意識は薄い
ようである。

項目１５～１６をみると、「世界における差別」を知っていると答えた者が

「日本」のそれよりも多い。世界の人権問題、例えば人種問題や身分制度につい

ては、広く報道もされ、学習する機会も多いことによるためかと思われる。

だが、この項目でも、学年が進むにつれて学習の成果がみえ、多くの「差別」

－９２－



について知るようになる。また「差別」を見抜く目も持つようになる。Ⅲ

以上のことから、学習を重ねることによって、「人権の意識」が高まり、行動
にもよい影響が得られるものと考えられる。

－<－－－も一ミーューミーマ－勺－－－－
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３．いやがらせや無視をしたことがありますか？
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７．授業中まちがった苑iヨや失敗した人を、ばかにしたことがありますか？
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８．授業中まちがった発冨や失敗した時に、ばかにされたことがありますか？
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１１．いじめたり、ばかにすることは、そんなに悪いことではないと思いまり‐か？
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１２．悪口を高われてＩＬｌつく人は、弱い人だと思いますか？
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１３．悪口やいやがらせは、暴力のうちに入らないと思いますか？
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１４．いじめられている人を見ると、なんとかしてあげたいと思いますか？
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１５．今の日本の中で、差別問題があるということを知っていますか？
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１６．今の国際社会の中で、差別問題があるということを知っていますか？
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まとめ

１，研究部のまとめ

人権授業部

３年間を見通しての学習指導計画と、各学年の学習指導計画の骨組みがで

きあがった。「人権授業」の充実によって、人権に対する正しい理解と認

識を持ち、差別の解消に立ち向かおうとする意欲を持たせることができた。

伊中タイム研究部

年２回の「人権授業」を補うのみでなく、各種の資料を通して、日頃見逃

しがちな出来事、心情、考え方に触れさせることができた。週１回２０分

という短い時間ではあるが、教師と生徒が共に同じテーマについて考える

という貴重な時間になった。この活動を通して、人権の諸問題が身近なも

のとして、認識されたと思われる。今後は、より発展し、広がりを持たせ

たいと考える。

教科研究部

週１度の各教科部会を充実させ、授業の実践を図ってきた。また、人権に

関わる教材については、特に教材研究に力を注ぎ、互いに啓発しあうこと

により、人権に関わる授業の内容が豊かになった。

道徳研究部

他を思いやる心を持ち、主体的に行動できる生徒を育てるという目標のも

と、人権に関する重点項目を決定し、月１度、共通の教材で実践を行った。

そして、その授業の実践記録を集約し、研究を重ねた結果、道徳授業への

意識が高まり、指導の充実が得られた。

特別活動研究部

８色の縦割り集団活動を、行事、生徒会活動に積極的に生かした。また、

学級では、－人ひとりの個性を尊重するプログラムを「帰りの会」に取り

入れていった。その結果、生徒はいろいろな場面で、主体的に取り組み、

あたたかい仲間づくりができるようになった。一方、広く社会に目を向け

させるために、福祉活動等に、興味を持たせ、積極的に参加させる機会を

設けた。



環境研究部

校内各所に花を置き、花壇に植物を補充し、校内の緑化活動に努めた。環

境委員会の活動を活性化させ、清掃活動に意欲的に取り組ませた。また、

職員作業等では通常の清掃活動で見逃しがちな所や、生徒の手の届かない

箇所の清掃を行った。その結果、落ち着いた、潤いのある環境が生まれて
きている。

調査研究部

本校生徒の人権に対する意識調査と実態の調査分析を行い、問題点を提起

し、その解決を図る一助としての研究を行った。その調査研究は、他の研

究部の活動の基礎となった。今後も継続的に調査を続け、生徒の中の意識

の変容、学習の成果について、正しい情報をつかんでいきたい。「生活ア

ンケート」等のかたちで持続させたいと考える。

２，研究の成果と今後の課題

伊勢原市教育委員会より同和教育の研究委託を受け、試行錯誤を続けながら、

研究に取り組んできた。市内の中学校では、中沢中学校、成瀬中学校に続いてと

いうことでこの２つの中学校の研究実践はもとより、各地の研究先進校に多くの

ことを学ばせていただいた。

研究を進めるにあたって、教師自らの「人権意識」を見直すこと、差別を見抜

く力を身につけるられるよう研修を重ねた。様々な「人権問題」について、正し

い知識を得、理解と認識を深めようと努めてきた。

同時に、全教育活動を「人権尊重の視点」に立って見直すことが必要であると

考え、各研究部を設定し研究、実践を重ねた。

一方、生徒に対しては、学級指導の時間の中に人権に関する特別授業（「人権
授業」）を設けた。

研究１年目は、全校一斉に「世界人権宣言」について学習した。２年目は、学

年ごとに学習のテーマを設定し、年２回（６月、１１月）とした。なお、その

「人権授業」を補い、さらに深めるために「伊中タイム（水曜日のはなし）」の
活動も始めた。

これを基にして、今年の取り組みが決定され、実践されてきた。

このような取り組みの中で、生徒は多くの「人権問題」について知るようにな



り、差別を見抜く目も育ってきている。日々の生活の中で、落ち着きと笑顔が見

られ、自由に発言できる雰囲気ができてきている。

教師もまた、研究を通して、「人権」に対する意識が高まり、常に生徒の立場

に立って考えようとする姿勢がより強くなった。行事などでも、一層、生徒の自

発的な活動や、自主性を大切にし、個性を尊重する動きがみられるようになった。

以上、研究により、実践の骨組みはできあがったが、まだまだ知識として認識

する段階である。今後、一層の研修を重ね、実践活動の充実を図っていくことが

重要であると考える。

また、地域ならびに保護者に対する啓発活動が、学校同和教育の推進には不可

欠である。本校でもＰＴＡ広報「やまどり」や、学年だより、懇談会等で、研究

の様子などを知らせてきたが、深く浸透するまでにはいたっていない。この面で

の取り組みも充実させていきたい。
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ご指導をいただいた先生、識演講師

須山英治先生（県教育委員会）

飛鳥田護先生（県立小田原高等学校校長）

和田央先生（市教育委員会指導室長）

細野博先生（市教育委員会指導主事）

高橋準一先生（市教育委員会指導主事）

田原米子さん（「生きるってすばらしい」の著者）

島田勝英さん（神奈川県総合リハビリテーション事業団理学療法士）

鈴木朝子さん（点訳赤十字奉仕団）

他１３名

阿部重信さん（神奈川県総合リハビリテーションセンター

藤井由布子さん（1989年度卒業生現在東海大学１年）

志村泰彦さん（社会福祉協議会）

柏木郁子さん（社会福祉協議会）

中川喜代子先生（奈良教育大学教授）

参考研究紀要

伊勢原市立中沢中学校

伊勢原市立成瀬中学校

秦野市立鶴巻中学校

岐阜県海津郡南溌町立山城中学校

茨城県下妻市立下妻中学校

愛知県津島市立天王中学校

千葉県君津市立久留里中学校



研究同人

校長近藤俊二教頭倉品満洲男

企画委員

奥田捷子（研究主任）北野恵子山下浩

人権授業研究部

○佐藤則行布川政行北島昌人中丸久美子今井伸尚

矢部ひとみ

伊中タイム研究部

・大津順子北村帆波吉lll雅子

教科研究部

・川上伸二大谷郁子佐藤恒子栗田光雄松浦三郎

道徳研究部

◎藤原浩子黒田努落合陵子本多憲昭鍛代道信

加藤圭子

特別活動研究部

○高橋正義井上春彦小松原志繊小泉佐和子山口賢人

関水由美子橋本知亜紀高橋正彦竹内清治上村薫

環境研究部

・前田優子杉崎直信堀井和巳曽我仁美長塚繁昭

池下智子山田藤夫

調査研究部

･相原恒雄松尾久美子岡廣キヨ子小島明人山下登

事務

古正充鳥海たまえ

校務整備員

内田勇治

旧同人（敬称略）

相原彰青木薫

大高敏夫柏木芙美子

四十万均下屋真理

田山光春森典子

井上絵里子石黒幸子

川上さなえ加藤正廣

末政豊次郎鈴木久美子

山崎昌子山田裕彦

伊藤亜希子伊藤和也

小華和道夫

武井博美武井雅典


